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                    国立医薬品食品衛生研究所 安全情報部    
     （http://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/index.html） 

＜注目記事＞ 
【FAO/WHO】 食物アレルゲンのリスク評価に関する FAO/WHO 合同専門家会議 － 
グルテンまたはグルテンを含む穀類の参照用量 要約と結論 
国連食糧農業機関（FAO）と世界保健機関（WHO）は、コーデックス食品表示部会（CCFL）

から、グルテン及びグルテンを含む穀類の参照用量（RfD）と濃度に関する科学的助言を求

められたことを受け、2025 年 11 月 3～7 日に開催した専門家会議の要約を発表した。完全

な報告書は今後発表の予定である。専門家会議は、セリアック病患者におけるグルテンばく

露と臨床的な有害影響の関連を理解するためにさらなる研究が必要であること、グルテン

フリー表示がない製品における非意図的な混入への予防的アレルゲン表示（PAL）の適用判

断の基準を 4 mg のグルテン RfD にすることなどを勧告している。 
 
＊ポイント： 以前の専門家会議で、食物アレルゲンとしての小麦の RfD が「総タンパ

ク質量として 5 mg」と導出されました。今回の会議では、その小麦 RfD がセリアック病患

者の安全が守られるグルテン RfD の範囲に該当することを確認した上で、小麦に対して異

なる RfD が設定されることを避けるため、小麦総タンパク質量 5 mg 中のグルテン量（4 
mg）をグルテンの RfD として推奨しています。また、複数の穀類に由来するグルテンを含

む場合は状況に応じて原材料欄とそれ以外の表示欄（PAL を含む）にそれぞれ適当な穀類

名を記載する必要があることや、グルテンフリー表示基準と PAL 表示基準の両方に該当す

る製品に対する消費者の混乱を避けることなども勧告されています。 
 

【EC】 欧州委員会は植物の新しいゲノム技術に関する暫定合意を歓迎する 
欧州議会と EU 理事会は、新しいゲノム技術（NGT）を用いて得られた植物に関する新

たな EU 規則について暫定的な政治合意に達した。NGT 植物をカテゴリー1（自然または

従来の育種方法でも発生し得るもの）とカテゴリー2（その他）に分類した上で、カテゴリ

ー1 に該当する NGT 植物は従来の遺伝子組換え生物（GMO）に関する規制や表示要件の

適用が免除されることになる。今後、EU 理事会と欧州議会で正式に採択される必要がある。

採択後、2026 年中に官報に掲載され、2 年後に適用が開始される予定である。 
 
【EFSA】 意見募集－ダイオキシン類及び関連する PCBs 
欧州食品安全機関（EFSA）が、食品に含まれるダイオキシン類及び関連するポリ塩化ビ

フェニル(PCBs)の健康リスクの評価案を発表し、2026 年 1 月 26 日まで意見を募集してい

る。本評価は、WHO が 2022 年に毒性等価係数（TEFs）を改訂したことを受けて実施され

た。EFSA は、ダイオキシン類（PCDD/Fs）及びダイオキシン様 PCBs（DL-PCBs）の新

しい耐容週間摂取量（TWI）を 0.6 pg/kg 体重/週と提案している。 
 
＊ポイント： 2018 年の前回評価では、2 件のセベソ事故後調査と 1 件のロシア子供調

査の疫学データを用いて TWI を 2 pg/kg 体重/週と設定していました。しかし、ヒトの疫学

研究では改訂された WHO2022-TEFs の適用に必要となる同族体の情報等が十分でないとし

て、本評価ではラット試験のデータを用いており、結果的により低い TWI が提案されまし

た。意見募集を経て EFSA による評価結果が最終化された後には、それを科学的根拠とし

て、EU で食品に設定されている最大基準値が見直される可能性が考えられます。 
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７． リコール情報 



 3 

【EPA】 
１． ファクトチェック：EPA が「永遠の化学物質」農薬を最近承認したという誤った主張

を否定する 
【CFIA】 
１． 業界向け通知 – 2026 年 1 月 1 日に発効する包装前面の栄養シンボル表示に関するコ

ンプライアンスと施行のアプローチ 
２． リコール情報 
【FSANZ】 
１． 食品基準通知 
【APVMA】 
１． 化学物質の再検討に関する決定のタイムライン 
２． 新たなトランス・タスマン協定により第 1 次産業に利益がもたらされる 
【TGA】 
１． ビタミン B6 含有製品に対する安全管理の強化 
【香港政府ニュース】 
１． ニュースレター 
２． 違反情報 
３． リコール情報 
【MFDS】 
１． 日本産輸入食品の放射能検査の結果 
２． 輸入食品規制はスマートに、安全管理はよりきめ細かく 
３． 人工知能(AI)予測でリスクの高い輸入食品を選別 
４． 食薬処－全羅南道、農水産物の安全管理協力 
５． 食薬処、冬期に備えキムチ用食材、多消費水産物の検査を強化 
６． 食薬処、K-酒類の ASEAN 輸出ルート拡大 
７． 第 48 回 Codex 総会、K-Food の国際的地位強化の快挙！ 
８． 食品安全知識、食品安全国の「一口クイズ」で学んでみましょう 
９． 回収措置 
【HSA】 
１． プレスリリース 
 
 
 
● 世界保健機関（WHO：World Health Organization）https://www.who.int/ 
 
１． 出版物 
 FAO/WHO 合同食品添加物専門家会議第 100 回報告書：特定の食品添加物の評価 
Evaluation of certain food additives: one-hundredth report of the Joint FAO/WHO Expert 
Committee on Food Additives 
25 November 2025 
https://www.who.int/publications/i/item/9789240116030 

FAO/WHO 合同食品添加物専門家会議（JECFA）の第 100 回会合は、2025 年 6 月 10～
19 日にローマで開催され、8 種類の食品添加物（アジピン酸塩、パルミチン酸アスコルビ

ル、ローカストビーンガム、スルホコハク酸ジオクチルナトリウム、クチナシ（ゲニピン）

https://www.who.int/
https://www.who.int/publications/i/item/9789240116030
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ブルー、糖脂質、ローズマリー抽出物、タウマチン II）、及び 1 種類の加工助剤（酵素）に

関して、技術的、毒性学的、疫学的データの評価が行われた。また、7 種類の香料の規格が

改訂された。 
 アジピン酸塩：現行のグループ ADI（許容一日摂取量）（0-5 mg/kg 体重/日）の設定

以降の新たなデータを用いた毒性学的再評価が必要であるとされた。 
 Aspergillus niger で発現させた Rasamsonia emersonii 由来アミログルコシダーゼ：

新たな知見からアレルゲン性のリスクは予想されないと結論づけられ、現行の「ADI
を特定しない（暫定的）」が取り下げられ、改めて「ADI を特定しない（not specified）」
とされた。 

 パルミチン酸アスコルビル：ヒトの体内で迅速に分解されるという新たな知見に基づ

いて、パルミチン酸アスコルビル、ステアリン酸アスコルビル、及び両者の合計に対

する現行のグループ ADI（0-1.25 mg/kg 体重/日）が取り下げられ、グループ ADI は
「特定しない」とされた。 

 ローズマリー抽出物（カルノシン酸及びカルノソール）については、無毒性量（NOAEL）
の妥当性を示す新たな知見に基づいて、現行の暫定 ADI（0-0.3 mg/kg 体重/日）が取

り下げられ、ADI 0-0.6 mg/kg 体重/日が設定された。 
 クチナシ（ゲニピン）ブルー：発がん性試験の知見から NOAEL をブルーポリマーと

して 700 mg/kg 体重/日とし、不確実係数 100（種差及び個体差）を適用して、ADI
はクチナシブルーポリマーとして 0-7 mg/kg 体重/日に設定された。 

 ツノマタタケ（Dacryopinax spathularia）由来糖脂質：ヒトの体内で、一部は食事に

含まれる通常の成分に加水分解され、残りは未変化のまま糞便中に排出されるため、

ADI は「特定しない」とされた。 
 遺伝子組換えタバコ由来タウマチン II：タウマチン（INS No. 957）の主成分である

タウマチン I 及びタウマチン II とのアミノ酸配列の類似性に基づき、現行のタウマ

チン（INS No. 957）の ADI「特定しない」から、タウマチン（INS No. 957）及び遺

伝子組換えタバコ由来タウマチン II のグループ ADI としての「特定しない」に修正

された。 
 ローカストビーンガム（ADI：特定しない）、スルホコハク酸ジオクチルナトリウム

（ADI：0-0.1 mg/kg 体重/日）については、現行の ADI の妥当性が確認された。 
議論の概要については報告書の附属書 3 にまとめられている 

 
＊関連記事：食品安全情報（化学物質）No. 14/ 2025（2025. 07. 09） 
【FAO】JECFA、第 100 回会合を終了 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202514c.pdf 

 
２． 国際がん研究機関（IARC） 
 アトラジン、アラクロール、及びビンクロゾリンの発がん性に関する IARC モノグラ

https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202514c.pdf
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フ評価 
IARC Monographs evaluation of the carcinogenicity of atrazine, alachlor, and vinclozolin 
21 November 2025 
https://www.iarc.who.int/news-events/iarc-monographs-evaluation-of-the-
carcinogenicity-of-atrazine-alachlor-and-vinclozolin/ 
除草剤のアトラジンとアラクロール、及び殺菌剤のビンクロゾリンの 3 種類の農薬に関

する IARC モノグラフの評価結果の要旨が The Lancet Oncology 誌に掲載された。これは、

IARC 第 140 モノグラフ会合（2025 年 10 月 28 日-11 月 4 日）の結論を示したものである。 
アトラジンは 1998 年に IARC モノグラフ第 73 巻で評価されている。アラクロールとビ

ンクロゾリンは今回初めて評価された。 
除草剤のアトラジンとアラクロールは、芝生やトウモロコシなどの作物の雑草防除のた

めに世界的に広く使用されている。ビンクロゾリンは農業用殺菌剤で、主に果物や野菜に使

用されている。 
作業部会は、アトラジンとアラクロールの両方について、(i)ヒトにおける発がんに関する

限定的な（limited）証拠と実験動物における発がんに関する十分な（sufficient）証拠の組

み合わせ、(ii)ヒトにおける発がんに関する限定的な証拠と実験系における強い（strong）
機序の証拠の組み合わせという、発がん性の根拠の強さに関する 2 つの評価に基づき、「お

そらくヒトに対して発がん性がある」（グループ 2A）と評価した。アトラジンに関しては、

染色体転座 t(14;18)陽性の非ホジキンリンパ腫について正の関連性が観察されている。アラ

クロールに関しては、喉頭がんとの間には正の関連性が観察されている。 
ビンクロゾリンは、実験動物における発がんに関する十分な証拠と実験系における強い

機序の証拠に基づき、「ヒトに対して発がん性がある可能性がある」（グループ 2B）に分類

された。ヒトにおけるがんに関する証拠は不十分（inadequate）であった。 
完全な科学的評価は、IARC モノグラフ第 140 巻として出版される予定である。 

 
＊発表論文 
Cattley RC et al., Carcinogenicity of atrazine, alachlor, and vinclozolin 
The Lancet Oncology, Published online 21 November 2025; 
https://doi.org/10.1016/S1470-2045(25)00702-8 
 
＊本評価の関連情報 
Q＆A 
https://www.iarc.who.int/wp-content/uploads/2025/11/QA-Mono-Vol140.pdf 
インフォグラフィック 
https://www.iarc.who.int/wp-content/uploads/2025/11/infographic_mono_vol_140.jpg 
解説ビデオ 
https://www.iarc.who.int/video/iarc-monographs-evaluation-of-the-carcinogenicity-of-

https://www.iarc.who.int/news-events/iarc-monographs-evaluation-of-the-carcinogenicity-of-atrazine-alachlor-and-vinclozolin/
https://www.iarc.who.int/news-events/iarc-monographs-evaluation-of-the-carcinogenicity-of-atrazine-alachlor-and-vinclozolin/
https://doi.org/10.1016/S1470-2045(25)00702-8
https://www.iarc.who.int/wp-content/uploads/2025/11/QA-Mono-Vol140.pdf
https://www.iarc.who.int/wp-content/uploads/2025/11/infographic_mono_vol_140.jpg
https://www.iarc.who.int/video/iarc-monographs-evaluation-of-the-carcinogenicity-of-atrazine-alachlor-and-vinclozolin/
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atrazine-alachlor-and-vinclozolin/ 
 
 
● 国連食糧農業機関（FAO：Food and Agriculture Organization of the United Nations）

https://www.fao.org/home/en 
 
１． 食物アレルゲンのリスク評価に関する FAO/WHO 合同専門家会議 － グルテンまた

はグルテンを含む穀類の参照用量 要約と結論 
Ad hoc Joint FAO/WHO Expert Consultation on Risk Assessment of Food Allergens – 
reference dose(s) for cereals containing gluten or gluten. Summary and Conclusions 
3－7 November 2025 
https://openknowledge.fao.org/handle/20.500.14283/cd7703en 
（抜粋） 

FAO と WHO は、コーデックス食品表示部会（CCFL）から、グルテン及びグルテンを

含む穀類の参照用量（RfD）と濃度に関する科学的助言を求められたことを受け、2025 年

11 月 3～7 日に専門家会議を開催し、グルテン及びグルテンを含む穀類の RfD と濃度に関

する勧告を行った。 
本文書は、この会議の内容を要約したものであり、CCFL 及びコーデックス食品衛生部会

（CCFH）の検討を促進するために作成された。完全な報告書は「Food Safety and Quality 
Series」の一部として出版される予定である。 
 
＜セリアック病＞ 

セリアック病は、小麦、ライ麦、大麦に由来するグルテンタンパク質への食事ばく露によ

って誘発される、遺伝的素因を持つ人における慢性的な免疫介在性（IgE 非依存性）の腸及

び全身性疾患である。現在、セリアック病の唯一の治療法はグルテン除去である。セリアッ

ク病の患者は、食品中の表示されていない原材料、交差接触、食品調理中の混入など、様々

な原因によってグルテンにばく露される可能性がある。 
2008 年、コーデックス委員会は、グルテンフリー食品に含まれるグルテン濃度を 20 

mg/kg 未満にするよう定めた（CXS 118-1979）。グルテン濃度が 20 mg/kg 未満の食品を 1
日 500 g 摂取する場合、グルテンの摂取量は 1 日 10 mg 未満となる。このレベルは、グル

テンを 1 日 50 mg、3 ヶ月間摂取した場合、ほとんどの人に粘膜障害を引き起こしたが、グ

ルテン 1 日 10 mg での影響は統計的に有意ではなかったという、単一の二重盲検ランダム

化比較試験の結果に基づいている。本会議の専門家は、この試験は参加者の人数が少ないと

指摘した。このような試験データは現在も限られており、慢性ばく露の閾値に関するより頑

健なデータの入手は困難である。 
勧告 
 セリアック病患者におけるグルテンばく露と臨床的な有害影響の関連を理解するた

https://www.iarc.who.int/video/iarc-monographs-evaluation-of-the-carcinogenicity-of-atrazine-alachlor-and-vinclozolin/
https://www.fao.org/home/en
https://openknowledge.fao.org/handle/20.500.14283/cd7703en
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めに、さらなる研究が必要である。 
 
＜グルテン及びグルテンを含む穀類の参照用量（RfD）＞ 
グルテンの RfD とは、1 回の食事で 1 つの食品から摂取されるグルテンの最大摂取量で

ある。グルテン RfD を設定することは、グルテンフリー表示がない製品における予防的ア

レルゲン表示（PAL：意図しない食物アレルゲンの存在の可能性に関する情報提供）にとっ

て重要である。 
セリアック病のためのグルテンRfDの設定には、IgE依存性食物アレルギーとは異なり、

長期的なばく露リスクを反映した根拠が必要である。そこで専門家は、慢性的なばく露に基

づいてグルテンの RfD を評価するリスク評価を行った。その目的は、複数回の食事からの

摂取量を考慮して、グルテンの 1 日の累積摂取量が 10 mg を超えないようにすることであ

った。 
グルテンの RfD の候補範囲（1～10 mg）について、複数の食品カテゴリーの 1 日摂取量

をモデリングし、1 日あたりのグルテンの推定摂取量が 10mg を超えるかどうかについて検

討した。モデリングはセリアック病のリスクシナリオと慢性ばく露に適合しており、このア

プローチは非常に保守的であると判断された。モデリングのためのパラメータ（交差接触の

頻度、交差接触が起きた場合の製品中のグルテン濃度、1 日あたりの食品摂取量など）は、

入手可能な査読済みの出版物やその他の情報源から収集した。 
検討の結果、現実的なパラメータを用いたモデリングでは、グルテンの RfD が 5～10 mg

でも、1 日あたりのグルテンばく露量の中央値が 10 mg を超えることはなかった。従って、

RfD が 5mg を超えても、セリアック病患者は 1 日あたり 10 mg を超える慢性ばく露から

守られることが示された。 
FAO と WHO は、2020 年以降の一連の専門家会議において食物アレルゲンのリスク評

価を行い、2022～2024 年に報告書を公表している。「パート 2：優先アレルゲンの見直し

と食品中の閾値の設定」（2023）では、食物アレルゲンとしての小麦について、総タンパク

質量として 5 mg という RfD が導出されている。同じ「小麦」に対して異なる RfD が設定

されることを避けるため、専門家らは、グルテンを含む穀類に関する PAL を適用する際の

RfD として、グルテン 4 mg（総タンパク質量としての 5 mg をグルテン量へ換算）を推奨

することで合意した。 
勧告 
 食品中にグルテン及びグルテンを含む穀類が意図せずに存在する場合のリスク評価

を行った結果、グルテンを含む穀類に関する PAL を適用するべきかどうかの判断

基準として、4mg のグルテン RfD を推奨する。 
 PAL のガイダンスとして、小麦の総タンパク質として 5 mg という以前の RfD を、

4 mg のグルテン RfD に置き換えることを推奨する。 
 
＜分析法に関する考察＞ 
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グルテンの定量に利用できる分析法は、4 mg のグルテン RfD を確実に測定するために、

目的に適合し、妥当性が確認されていなければならない。グルテンの供給源（小麦、ライ麦、

大麦）を区別できない場合、リスク評価の精度は限られる。 
グルテンの標準物質をより広範に提供し、分析法の性能基準（performance criteria）を

策定する必要がある。また、様々な食品マトリックスにおける分析法の性能についての理解

を深め、分析法に不可欠な特異的試薬（酵素結合免疫吸着測定法（ELISA）で使用される抗

体など）に関する情報の透明性を高めることが必要である。 
定量限界値に近い結果を解釈する際は、分析法の不確実性を考慮する必要がある。 

 
＜意図しないグルテンの存在に関するリスク評価とリスクコミュニケーション＞ 
食品中にグルテンが意図せず存在することは、サプライチェーンでの交差接触（設備の共

有等による農作物間の混入（agricultural co-mingling）を含む）や製造工程での交差接触に

よって起こりうる。このようなリスクを低減するため、食品事業者は、アレルゲン性食品と

同様の管理体制を整えるべきである。 
勧告 
 グルテンを含む穀類が原材料リストに含まれ（例：大麦）、その食品に他のグルテン

を含む穀類（例：小麦）の交差接触に由来する RfD を超えるグルテンが含まれる場

合、所轄当局は、特定の穀類名と任意の用語である「グルテン」を、原材料欄、原

材料欄以外の個別の表示、「含まれているかもしれない（may contain）」という PAL
表示において、どのように表示するかを検討するべきである（例えば、原材料欄は

「大麦（グルテン）」、個別の表示は「大麦（グルテン）を含む」、PAL 表示は「小麦

（グルテン）が含まれているかもしれない」）。小麦の交差接触による PAL 表示の場

合は、IgE 依存性小麦アレルギー患者への情報提供として「小麦」と明記するべき

である。 
 食物アレルゲンと同様に、グルテン及びグルテンを含む穀類は、適切な食品安全管

理システムにより管理されるべきである。グルテンを含む穀類の PAL は、グルテン

RfD を超える可能性がある場合にのみ適用するべきである。 
 1 食分の量が多い（200 g 以上）製品の中には、グルテンフリー表示の基準（グルテ

ンの含有量が 20 mg/kg 未満）と PAL 表示の基準（4 mg のグルテン RfD を超える）

の両方に該当するものがある可能性がある。消費者の混乱を避けるため、このよう

なシナリオの発生を防ぐための措置を講じることを推奨する 
 
＜結論＞ 

リスクベースの PAL の枠組みにおいて 4 mg のグルテン RfD を採択することは、安全性

と表示の明確性を高め、不必要な PAL 表示を減らし、セリアック病や IgE 依存性小麦アレ

ルギーの患者にとって安全な食品の選択肢を広げることになる。これは、生活の質の向上と

消費者の信頼を支援することにつながる。 
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＊関連記事 
食品安全情報（化学物質）No. 23/ 2025（2025. 11. 12） 
【FAO】グルテンを含む穀類の参照用量を設定するための専門家会議 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202523c.pdf 
食品安全情報（化学物質）No. 3/ 2023（2023. 02. 01） 
【FAO】食物アレルゲンのリスク評価：パート 2：優先アレルゲンの見直しと食品中の

閾値の設定：会合報告 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2023/foodinfo202303c.pdf 

 
２． FAO フードアウトルック、世界の食料品生産の幅広い増加を指摘 
FAO Food Outlook points to broad-based increase in global food commodity production 
13/11/2025 
https://www.fao.org/newsroom/detail/fao-food-outlook-points-to-broad-based-increase-
in-global-food-commodity-production/en 

FAO が発表した新しいフードアウトルック報告書によると、現在の状況は、気候変動と

貿易見通しの曇りがリスクとなる可能性はあるものの、世界の食料品生産量の幅広い増加

を示している。世界の小麦と粗粒穀物の生産量は、新記録を樹立する勢いであり、アジア・

ラテンアメリカ・カリブ海地域の米の生産量も同様である。また本報告書では、オリーブ油

や肥料市場に関する知見が掲載されている。 
世界の食料輸入額は、前年から 8%近く増加し、2 兆 2,200 億ドルに達すると予想される。

この増加は、主に高所得国が輸入するコーヒーやココアなどの価格が平均 34.5％上昇した

ことが大きな要因となっている。一方、開発途上国では、動植物油への支出は 2024 年比で

58%増加すると推定され、特にパーム油の輸入価格上昇の影響が大きい。対照的に穀類と砂

糖の価格は低下しており、これらの品目の輸入額の大幅な減少をもたらすと推定される。 
 

＊報告書：Food Outlook – Biannual report on global food markets (November 2025) 
https://openknowledge.fao.org/handle/20.500.14283/cd7448en 
 
＊関連記事：食品安全情報（化学物質）No. 13/ 2025（2025. 06. 25） 
【FAO】FAO フードアウトルック：主要食料作物の世界生産高は新記録に向かう 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202513c.pdf 

 
３． FAO の 80 年：すべての人のためのより良い食料の追求 
FAO at 80: the pursuit of better food for all 
02/12/2025 
https://www.fao.org/publications/news-archive/detail/fao-at-80-the-pursuit-of-better-

https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202523c.pdf
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2023/foodinfo202303c.pdf
https://www.fao.org/newsroom/detail/fao-food-outlook-points-to-broad-based-increase-in-global-food-commodity-production/en
https://www.fao.org/newsroom/detail/fao-food-outlook-points-to-broad-based-increase-in-global-food-commodity-production/en
https://doi.org/10.4060/cd7448en
https://openknowledge.fao.org/handle/20.500.14283/cd7448en
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202513c.pdf
https://www.fao.org/publications/news-archive/detail/fao-at-80-the-pursuit-of-better-food-for-all/en
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food-for-all/en 
FAO が新たに発表した「FAO at 80: the pursuit of better food for all（FAO の 80 年：

すべての人のためのより良い食料の追求）」は、言葉と写真を通して、世界的な出来事や食

料と農業の進化を背景に、FAO の任務の過程におけるマイルストーンを年代記にしたもの

である。内容は 4 つのセクションに分かれている。 
 より多い（1945-1965 年）：第二次世界大戦後の農業生産の拡大について詳述 
 より深い（1965-1985 年）：環境に関する懸念の出現と、より個別的なアプローチに

ついて考察 
 より広い（1985-2005 年）：よりグローバルで全体的な視点が特徴 
 より良い（2005-2025 年）：誰一人取り残さない 4 つのベター（より良い生産、より

良い栄養、より良い環境、より良い生活）の重要な推進力として、イノベーション

とテクノロジーを強調 
本文書はアラビア語、中国語、英語、フランス語、ロシア語、スペイン語で入手可能であ

る。 
 

＊FAO at 80: The pursuit of better food for all 
https://openknowledge.fao.org/handle/20.500.14283/cd7132en 

 
 
● 欧州委員会（EC：Food Safety: from the Farm to the Fork） 

https://ec.europa.eu/food/safety_en 
 
１． 欧州委員会は植物の新しいゲノム技術に関する暫定合意を歓迎する 
Commission welcomes provisional agreement on new genomic techniques for plants 
Dec 4, 2025 
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_25_2912 

欧州議会と EU 理事会は、新しいゲノム技術（NGT）を用いて得られた植物に関する新

たな EU 規則について暫定的な政治合意に達した。本規則により、EU においてより革新的

な植物育種が可能となる。 
新しいゲノム技術は、従来の育種技術よりも迅速な、より的を絞った、より正確な植物育

種を可能にすることで、農業及びバイオエコノミー分野を発展させる革新的なツールであ

り、気候変動や害虫に強い、収量が多いなどの、改良された植物品種を開発することができ

る。農家は気候変動に対してより強い植物を栽培できるようになり、また、生産者が必要と

するリソース、肥料、農薬がより少なくて済むようになるため、植物栽培がより持続可能な

ものとなる。また、育種家や農家の国際的な競争条件が整い、競争力を高めることができる。

本規則は、NGT 植物及び製品の高い安全基準を確保しつつ、行政負担を大幅に軽減するも

のである。 

https://www.fao.org/publications/news-archive/detail/fao-at-80-the-pursuit-of-better-food-for-all/en
https://openknowledge.fao.org/handle/20.500.14283/cd7132en
https://ec.europa.eu/food/safety_en
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_25_2912
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本規則が完全に実施されることにより、NGT 植物が市場に出回るための 2 つの経路がで

きる。 
 自然または従来の育種方法でも発生し得る NGT 植物（いわゆる「カテゴリー1 の

NGT 植物」）は、設定された基準に基づく検証手続きの対象となる。これらの基準

を満たす NGT 植物は、従来の植物と同様に取り扱われ、遺伝子組換え生物（GMO）

法の要件から免除される。 
 その他の NGT 植物（「カテゴリー2 の NGT 植物」）については、現行の GMO 法の

要件が適用され、市販前のリスク評価と認可手続きの対象となる。GMO としての

トレーサビリティとラベル表示が義務づけられる。遺伝子組換えの目的を示す自主

的なラベル表示をすることも可能である。 
また欧州委員会は、特許に関する透明性とライセンシングを監督し、必要な場合には指導

を行う。特許が育種家の遺伝物質利用や農家の植物品種利用に与える影響を評価し、必要で

あればフォローアップ措置を提案する。 
次のステップ 
本規則は、EU 理事会と欧州議会で正式に採択される必要がある。本規則は 2026 年中に

官報に掲載され、2 年後に適用が開始される予定である。 
本規則の施行は、特に持続可能性と安全性に焦点を当てた、NGT 製品の経済的、環境的、

社会的影響の監視プログラムによってサポートされる。 
 

＊ New techniques in biotechnology（情報・解説ウェブサイト） 
https://food.ec.europa.eu/plants/genetically-modified-organisms/new-techniques-
biotechnology_en 
＊ファクトシート：EU's rules New Genomic Techniques 
https://food.ec.europa.eu/document/download/b4f82d9e-f6eb-4aef-be80-
eb3652b7dd83_en?filename=gmo_biotech_ngt_factsheet_2025.pdf 
 

＊関連情報：EU 理事会プレスリリース 
新しいゲノム技術：EU 理事会と欧州議会は、欧州の食料システムの競争力と持続可能性を

高めるための合意に達する 
New genomic techniques: Council and Parliament strike deal to boost the 
competitiveness and sustainability of our food systems 
4 December 2025 
https://www.consilium.europa.eu/en/press/press-releases/2025/12/04/new-genomic-
techniques-council-and-parliament-strike-deal-to-boost-the-competitiveness-and-
sustainability-of-our-food-systems/ 
（抜粋） 
カテゴリー1 の NGT 植物（NGT-1 植物） 

https://food.ec.europa.eu/plants/genetically-modified-organisms/new-techniques-biotechnology_en
https://food.ec.europa.eu/plants/genetically-modified-organisms/new-techniques-biotechnology_en
https://food.ec.europa.eu/document/download/b4f82d9e-f6eb-4aef-be80-eb3652b7dd83_en?filename=gmo_biotech_ngt_factsheet_2025.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/b4f82d9e-f6eb-4aef-be80-eb3652b7dd83_en?filename=gmo_biotech_ngt_factsheet_2025.pdf
https://www.consilium.europa.eu/en/press/press-releases/2025/12/04/new-genomic-techniques-council-and-parliament-strike-deal-to-boost-the-competitiveness-and-sustainability-of-our-food-systems/
https://www.consilium.europa.eu/en/press/press-releases/2025/12/04/new-genomic-techniques-council-and-parliament-strike-deal-to-boost-the-competitiveness-and-sustainability-of-our-food-systems/
https://www.consilium.europa.eu/en/press/press-releases/2025/12/04/new-genomic-techniques-council-and-parliament-strike-deal-to-boost-the-competitiveness-and-sustainability-of-our-food-systems/
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暫定合意では、NGT-1 植物が従来の植物と同等であるという原則が維持されている。各

加盟国当局は、NGT 植物がカテゴリー1 に属することを検証しなければならないが、その

子孫については、その後検証する必要はない。 
NGT-1 の植物及び製品は、従来の植物との同等性の原則を考慮し、ラベル表示されない。

但し、NGT-1 植物の種子やその他の植物繁殖材料は例外であり、これらはラベル表示され

るべきである。これは植物育種業者にとって過度な負担にはならない。またこのラベル表示

により、事業者が希望する場合は NGT フリーの流通（NGT-free chain）を保証することも

できる。 
さらに欧州議会と EU 理事会は、NGT-1 カテゴリーから除外される意図された形質のリ

ストである「除外リスト」について合意した。除草剤に対する耐性、及び、既知の殺虫性物

質の産生は、除外リストに掲載され、NGT-1 植物の形質とすることはできない。これは欧

州委員会の提案に対する変更点であり、このような形質を有する植物を NGT-2 植物に分類

し、引き続き認可・トレーサビリティ・モニタリングの対象とすることを確実にするもので

ある。 
カテゴリー2 の NGT 植物（NGT-2 植物） 
より複雑な、あるいは「天然と同等（natural-equivalent）」ではないゲノム改変を受けた

植物は、カテゴリー2 に分類される。NGT-2 植物については、製品ラベル表示の義務付けを

含め、現行の GMO 法の要件が維持される。 
ラベル表示に改変された形質に関する情報を含める場合は、関連する形質をすべて網羅

しなければならない。これは、消費者が正確で包括的な情報を入手できるようにするため、

EU 理事会が導入した点である。 
さらに欧州議会と EU 理事会は、加盟国が自国内での NGT-2 植物の栽培についてオプト

アウトする（自国の領土内での栽培を禁止する）ことができるようにすることで合意した。

また加盟国は、任意の共存措置として、他の製品に NGT-2 植物が意図せず混入することを

避けるための措置をとることができる。 
 

＊関連記事：食品安全情報（化学物質）No. 7/ 2025（2025. 04. 02） 
【EC】新しいゲノム技術：EU 理事会、negotiating mandate に合意 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202507c.pdf 

 
２． 食品及び飼料に関する緊急警告システム（RASFF） 
RASFF - food and feed safety alerts 
https://food.ec.europa.eu/food-safety/rasff_en 
RASFF Portal Database 
https://webgate.ec.europa.eu/rasff-window/portal/ 
 
11/23/2025～12/06/2025 の主な通知内容（ポータルデータベースから抽出） 

https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202507c.pdf
https://food.ec.europa.eu/food-safety/rasff_en
https://webgate.ec.europa.eu/rasff-window/portal/


 13 

＊基本的に数値の記載がある事例は基準値超過（例外あり） 
＊RASFF へ報告されている事例のうち残留農薬、食品添加物、食品容器、新規食品、カビ

毒を含む天然汚染物質の基準違反等について抜粋 
 
警報通知（Alert Notifications） 

ドイツ産冷凍ラズベリーのカドミウム、ドイツ産レーズンのフェンプロパトリン・クロル

ピリホス・イプロジオン及びピジフルメトフェン、フランス産飼料用加工コーンスターチの

クロルピリホスエチル、スペイン産英国及びオランダ経由ノンアルコール飲料の亜硫酸塩

非表示、ベルギー産ダイエタリーサプリメントのベンゾ(a)アントラセン及びアロエエモジ

ン、ウガンダ産バニラビーンズのミネラルオイル芳香族炭化水素類(MOAH)、ベルギー産ホ

ウレンソウのラムダシハロトリン、オーストリア産フードサプリメントのオロチン酸リチ

ウム、イタリア産アーモンドビスケットのシアン化物高含有、オランダ産亜麻仁のシアン化

物高含有、ベルギー産サボイキャベツのプロチオコナゾール、チェコ共和国産生食ドッグフ

ードの鉛高含有、イタリア産アンチョビフィレのヒスタミン、イラン産ピスタチオカーネル

のアフラトキシン類、ポーランド産冷凍ラズベリーのクロルピリホスエチル、香港産シロキ

クラゲのメソミル、オランダ産バナナ粉末のオクラトキシン A、カメルーン産黒目豆のクロ

ルピリホス・ラムダシハロトリン及びアセタミプリド、米国産フードサプリメントのビタミ

ン D 高含有、イタリア産全粒粉トウモロコシケーキのデオキシニバレノール、トルコ産角

切りアプリコットのオクラトキシン A、米国産アーモンドのアフラトキシン類、中国産サバ

のヒスタミン、オーストリア産フードサプリメントの鉄及びアルミニウム高含有、スペイン

産カザフスタン経由亜麻仁のシアン化物高含有、ロシア産ラトビア経由フードサプリメン

トの禁止物質ダントロン、ポーランド産ケシの実のアヘンアルカロイド(モルヒネ及びコデ

イン)高含有、エクアドル産乾燥トウガラシのアフラトキシン B1、イタリア産ハードチーズ

のヒスタミン、ギリシャ産オレガノ（rubbed oregano）のピロリジジンアルカロイド、原産

国不明・原料ポーランド産・スペイン経由粉末亜麻仁のシアン化物高含有、オランダ産亜麻

仁のシアン化物高含有、など。 
注意喚起情報（information for attention） 
中国産フードサプリメントのグルコガン様ペプチド-1 (GLP-1) 、中国産フードサプリメ

ントの未知の物質、中国産フードサプリメントの未承認物質ニコチンアミドアデニンジヌ

クレオチド及び GLP-1(複数あり)、ベルギー産サバのダイオキシン及び非ダイオキシン様

PCB、原産国不明フードサプリメントのカワラタケ、原産国不明フードサプリメントのニコ

チンアミドリボシド、中国産フードサプリメントのシラジットパッチ、原産国不明フードサ

プリメントの未承認マグネシウムグリシネート、中国産フードサプリメントのゴールデン

フラワー、原産国不明フードサプリメントのテストステロン、ドイツ産フードサプリメント

のアシュワガンダ、エジプト産チップスのアクリルアミド高含有、エジプト産塩水漬けピー

マンのクロルピリホスエチル、モルドバ産ハチミツのストレプトマイシン、トルコ産オーガ

ニック乾燥イチジクのアフラトキシン類及びオクラトキシン A、トルコ産生食用ブドウの



 14 

アセタミプリド、アルゼンチン産ピーナッツのアフラトキシン類(複数あり)、エジプト産乾

燥パセリの MOAH、米国産フードサプリメントのビタミン D 高含有、トルコ産シリコーン

製キッチン用品からの揮発性有機化合物の溶出、米国産オランダ経由フードサプリメント

の未承認新規食品オロチン酸リチウム、中国産フードサプリメントの未承認成分、米国産フ

ードサプリメントの未承認新規食品マンゴスチン(果皮抽出物)、日本産茶のアントラキノン、

チュニジア産冷凍ヨーロッパマダイの水銀、インドネシア産燻製ティラピアの多環芳香族

炭化水素、オランダ産スパイシーピーナッツのアフラトキシン類、米国産フードサプリメン

トのビタミン D 高含有、ベネズエラ産エビの亜硫酸塩高含有、ペルー産オランダ経由ミカ

ンのプロピコナゾール、米国産フードサプリメントの鉄高含有、米国産フードサプリメント

の未承認新規食品トンカットアリ及びクエン酸ホウ素、インド産乾燥水牛の胃のダイオキ

シン/フラン及びダイオキシン様 PCBs、原産国不明フードサプリメントの未承認新規食品

ニコチンアミドリボシド水素マレイン酸、原産国不明フードサプリメントの未承認新規食

品、中国産ナイロン製餃子すくいからの一級芳香族アミン及びトルエンの溶出、中国産キャ

ンディーの着色料サンセットイエローFCF(E110)高含有、スリランカ産皮をとったツナフ

ィレのヒスタミン、トルコ産ヒマワリ種子のオクラトキシン A、英国産フードサプリメント

の禁止成分(1,3-ジメチルアミルアミン(DMAA), 1,5-ジメチルヘキシルアミン(DMHA), α-
グリセリルホスホリルコリン(α- GPC))、アルゼンチン産ピーナッツカーネルのアフラトキ

シン類(複数あり)、米国産各種フードサプリメントの禁止物質及び高用量のビタミン類、ギ

リシャ産白ブドウのアセタミプリド(複数あり)、中国産ナイロン製台所用品からの一級芳香

族アミンの溶出、タイ産春タマネギのトリアゾホス・フィプロニル及びシペルメトリン、ウ

クライナ産ヒマワリハルヴァの膨張剤として申告されている未承認新規食品チャボアザミ

(carlina)根抽出物、インド産ホールコリアンダー種子のクロルピリホス及びヘキサコナゾー

ル、イタリア産生食用白ブドウのアセタミプリド、米国産フードサプリメントの未承認新規

食品(複数あり)、米国産フードサプリメントのマグネシウム源としての未承認ミネラル物質

カプリル酸マグネシウム、米国産フードサプリメントの未承認ミネラル物質クロムニコチ

ン酸グリシネート、米国産フードサプリメントの未承認物質アミノ酸キレート、米国産アー

モンドカーネル(生製品)のアフラトキシン類、ブラジル産ライムのクロルピリホス、英国産

フードサプリメントのカワラタケ(Trametes versicolor (L.) Lloyd)、など。 
通関拒否通知（Border Rejections） 
アゼルバイジャン産ヘーゼルナッツカーネルのアフラトキシン B1、トルコ産乾燥イチジ

クのオクラトキシン A(複数あり)、米国産アラブ首長国連邦経由殻付きピスタチオのアフラ

トキシン類(複数あり)、トルコ産乾燥イチジクのアフラトキシン類(複数あり)、トルコ産棒

付きキャンディーの未承認着色料二酸化チタン、フランス産フードサプリメントのシルデ

ナフィル、米国産ピーナッツのアフラトキシン B1、中国産冷凍パンの未承認添加物ブチル

ヒドロキシトルエン(BHT)(E321)、トルコ産乾燥イチジクのアフラトキシン類(複数あり)及
びオクラトキシン A(複数あり)、北マケドニア共和国産ココア粉末の二酸化硫黄(E220)高含

有、米国産フードサプリメントの禁止成分α-GPC 及びヒューペルジン(トウゲシバ
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(Huperzia serrata)葉の規格化抽出物 )、ベラルーシ産菓子のトランス脂肪酸高含有、パキ

スタン産バスマティ米のクロルピリホス、ナイジェリア産ピーナッツのアフラトキシン類、

トルコ産ピスタチオナッツのオクラトキシン A、モロッコ産トウガラシのクロルピリホス、

コロンビア産キャンディーの着色料二酸化チタン(E171)、英国産キャンディーの未承認着

色料二酸化チタン、コロンビア産パッションフルーツのクロルフェナピル、トルコ産生鮮ト

マトのアセタミプリド、トルコ産ピーマンのインドキサカルブ、など。 
 
 
● 欧州食品安全機関（EFSA：European Food Safety Authority） 
https://www.efsa.europa.eu/en 
 
１． 意見募集－ダイオキシン類及び関連する PCBs 
Have your say – dioxins and related PCBs 
27 November 2025 
https://www.efsa.europa.eu/en/news/have-your-say-dioxins-and-related-pcbs 

EFSA は、食品に含まれるダイオキシン類及び関連するポリ塩化ビフェニル(PCBs)の健

康リスクの評価案についての意見を募集している。 
ダイオキシン類及びダイオキシン様 PCBs は、何年もの間環境に残留し、食物連鎖にお

いては通常は動物の脂肪組織に低レベルで蓄積する、有毒な化学物質である。食品及び飼料

における含有量は、行政と産業界の努力により 1970 年代以降減少している。 
世界保健機関(WHO)による 2022 年の毒性等価係数(TEFs)の改訂を受けて、欧州委員会

は EFSA に対し、このトピックに関する 2018 年の科学的意見を更新するよう要請した。

WHO の TEFs は、ダイオキシン類及びダイオキシン様 PCBs の毒性を、最も毒性が高いダ

イオキシンの形態である 2,3,7,8-TCDD との相対値として表すために用いられる国際的に

合意された係数であり、今回のリスク評価を実施するために使用された。 
EFSA の専門家は、ダイオキシン類及びダイオキシン様 PCBs への食事ばく露は健康上

の懸念であるという EFSA の以前の評価の結論を確認し、科学的意見案をとりまとめた。 
「我々は耐容週間摂取量(TWI)を更新し、0.6 pg/kg 体重/週と設定した。欧州各国の更新

された推定食事ばく露量から、全ての年齢集団でこの新しい TWI を超過していることが示

されている」と EFSA のフードチェーンにおける汚染物質に関するパネルの議長である

Helle Knutsen 氏は述べた。 
利害関係者、研究員、一般市民が科学的意見案に関する意見の提供を求められている。募

集期間は 2026 年 1 月 26 日まで。 
 
＊科学的意見案（意見募集ウェブサイトよりダウンロード可能） 
Draft scientific opinion on the update of the risk assessment of dioxins and dioxin-like 
PCBs in feed and food 

https://www.efsa.europa.eu/en
https://www.efsa.europa.eu/en/news/have-your-say-dioxins-and-related-pcbs
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https://connect.efsa.europa.eu/RM/s/consultations/publicconsultation2/a0lTk000006Nv0
X/pc1724 
 若年期のばく露による精子濃度の減少を重要な影響（クリティカルエフェクト）とするこ

とに変更はなし。TCDD 投与によるラット発達試験をもとに、ダイオキシン類（PCDD/Fs）
とダイオキシン様 PCBs（DL-PCBs）の合算に対する TWI を 0.6 pg WHO2022-TEQ/kg 体

重/週と設定した。 
 

＊関連記事：食品安全情報（化学物質）No. 25/ 2018（2018. 12. 05） 
【EFSA】ダイオキシン類と関連の PCBs：耐容摂取量改訂 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2018/foodinfo201825c.pdf 

 
２． DRV ファインダー（2025 年 12 月に新しい耐容上限摂取量に更新）  
DRV Finder (updated with new tolerable upper intake levels in Decenber 2025) 
https://multimedia.efsa.europa.eu/drvs/index.htm 

DRV ファインダーは、EFSA の栄養素の食事摂取基準値(Dietary reference values: 
DRVs)に素早く簡単にアクセスできるインタラクティブツールである。栄養士や医療従事

者、リスク管理者、政策立案者、食品製造業者、科学者など、これらの値のエンドユーザー

向けのツールである。 
DRVs は健康的な集団を対象とする科学に基づく栄養基準値である。これらの基準値はラ

イフステージや性別によって異なる。個人や集団の食事の栄養品質の評価、献立の考案（学

校給食など）、栄養ガイドラインの作成、食事のカウンセリング、食品表示や栄養・食品政

策の策定のための基準値の設定など、多くの目的がある。 
DRVs は個人の栄養目標や推奨事項ではない。 

 
３． 食品添加物関連 
 食品添加物としてのジャグア(ゲニピン-グリシン)ブルーの安全性評価 
Safety evaluation of jagua (genipin‐glycine) blue as a food additive 
1 December 2025 
https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9738 
(科学的意見) 

食品添加物及び香料に関する EFSA のパネル(FAF パネル)は、新しい食品添加物として

ジャグア(ゲニピン-グリシン)ブルーの安全性に関する科学的意見を提出する。ジャグア(ゲ
ニピン-グリシン)ブルーは、ジャグア（チブサノキ、Genipa americana L.）の皮をむいた

未熟な果実のすりつぶした果肉を水抽出して得られるゲニピン(果実に含まれるイリドイ

ド) と、外部から添加されたグリシンとの反応により得られる。この反応により青色のポリ

マーと微量の着色成分が形成される。In vitro Caco‐2 細胞透過性試験からジャグア(ゲニ

ピン-グリシン)ブルーの透過性の低さが示されたが、反復投与毒性試験では臓器の変色や緑

https://connect.efsa.europa.eu/RM/s/consultations/publicconsultation2/a0lTk000006Nv0X/pc1724
https://connect.efsa.europa.eu/RM/s/consultations/publicconsultation2/a0lTk000006Nv0X/pc1724
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2018/foodinfo201825c.pdf
https://multimedia.efsa.europa.eu/drvs/index.htm
https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9738
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色の尿が認められ、一部吸収されることが示された。毒性学的データセットには、急性毒性、

亜慢性毒性、遺伝毒性試験、及び子宮内ばく露などの 12 ヶ月間毒性試験も含まれていた。

ジャグア(ゲニピン-グリシン)ブルーには遺伝毒性はなく、反復投与毒性試験では試験した

最大用量で有害影響は観察されなかった。パネルは、12 ヶ月間反復投与毒性試験における

試験した最大用量である 3385 mg/kg 体重/日を無毒性量(NOAEL)とし、不確実係数 100 を

適用して、許容一日摂取量(ADI) 34 mg/kg 体重/日、またはブルーポリマーとして 12 mg/kg
体重/日を導出した。提案された最大使用レベルのばく露評価シナリオでは、95 パーセンタ

イル推定ばく露量は高齢者の 1 mg/kg体重/日から幼児の27 mg/kg体重/日の範囲となった。

パネルは、全ての集団において、平均ばく露量及び 95 パーセンタイル推定ばく露量はどち

らも、提案された ADI を超えなかったと指摘した。ジャグア(ゲニピン-グリシン)ブルーの

40%の含有量であると想定されるブルーポリマーへのばく露にも同じことが当てはまる。パ

ネルは、提案された用途と使用レベルで、食品添加物としてのジャグア(ゲニピン-グリシン)
ブルーに安全上の懸念はないと結論した。 
 
４． 新規食品関連 
 新規食品としての Rhizomucor pusillus のバイオマス粉末の安全性 
Safety of Rhizomucor pusillus biomass powder as a novel food pursuant to Regulation 
(EU) 2015/2283 
1 December 2025 
https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9707 
(科学的意見) 

欧州委員会からの要請を受けて、栄養・新規食品及び食物アレルゲンに関する EFSA の

パネル(NDA パネル)は、規則(EU) 2015/2283 に従って、新規食品(NF)としての Rhizomucor 
pusillus のバイオマス粉末の安全性に関する意見を提出するよう求められた。この NF は糸

状菌のバイオマス粉末である。この新規食品は、様々な食品の成分として使用することを意

図しており、食品成分やそのまま食べる食品として使用する場合は一般人を、フードサプリ

メントの場合は妊婦や授乳中の女性を除く 18 歳以上の人を、体重管理用代替食の場合は成

人を対象としている。この NF の生産工程、組成、安定性及び規格に関して提出された情報

は十分で、安全上の懸念を生じない。提出されたデータに基づき、パネルは、遺伝毒性に関

する懸念はないと考えた。ラットの 90 日間反復経口投与毒性試験の結果から、試験した最

大用量(19,668 mg/kg 体重/日)で毒性学的にヒトに関連する影響は示されなかった。提案さ

れた使用条件下で、この NF の最大推定摂取量は 539～1013 mg/kg 体重/日の範囲である。

生産工程、同一性と組成の特性評価データ、及び提出された試験結果において毒性が認めら

れないことを考慮して、パネルは、それぞれの集団におけるばく露マージン(MoE)は十分だ

と判断した（乳児：37、幼児：19、その他の子供：26、青年：34、成人：31）。パネルは、

この NF がアレルギー反応を引き起こす可能性は低いと考えた。パネルは、この NF は提案

されている使用条件下で安全だと結論している。 

https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9707
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 新規食品としてのイエローミールワーム（チャイロコメノゴミムシダマシの幼虫）由

来の UV 処理したオイルの安全性 
Safety of UV‐treated oil from yellow mealworm (Tenebrio molitor larvae) as a novel 
food pursuant to Regulation (EU) 2015/2283 
28 November 2025 
https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9710 
(科学的意見) 

欧州委員会からの要請を受けて、栄養・新規食品及び食物アレルゲンに関する EFSA の

パネル(NDA パネル)は、規則(EU) 2015/2283 に従って、新規食品(NF)としてイエローミー

ルワーム（チャイロコメノゴミムシダマシ（Tenebrio molitor）の幼虫）由来の UV 処理し

たオイルに関する意見を提出するよう求められた。この NF は養殖されたチャイロコメノ

ゴミムシダマシの幼虫から生産され、主成分は脂肪(~99%)である。機械的な分離によって

オイルを得た後、ビタミン D3 含有量を増加させるために UVB 照射を行う。UV 処理によ

りビタミン D3 レベルは大幅に増加した。提案された使用レベル下で、この NF は食品（通

常の食事(background diet)と強化食品を含む）からのビタミン D 摂取量に大きく寄与し、

年長の子供、青年、成人の 95 パーセンタイル推定摂取量範囲の最大値において NF を介し

た摂取量が最大半分を占める。食品とこの NF からのビタミン D 総摂取量は、全ての年齢

集団において耐容上限摂取量(UL)未満であった。分析データから、汚染物質レベルはその

他の食品に設定された規制値未満であることが示され、推定摂取量から、この NF の摂取に

より望ましくない物質の全体的な食事ばく露量が大幅に増えることはないことが示された。

パネルはさらに、この NF の安定性に関して安全上の懸念はないと指摘している。この NF
は、ベーカリー製品、ソース、乳製品デザート、油脂など、広範な食品の原材料として使用

することを意図している。対象集団は一般人である。新たに提出された in vitro 遺伝毒性試

験を含む毒性試験は安全上の懸念を生じなかった。動物実験から、この NF 由来ビタミン

D3 は生物学的に利用可能であることが示された。この NF の摂取は栄養学的に不利ではな

い。パネルは、一次感作またはその他のアレルゲンとの交差反応により、摂取時にアレルギ

ー反応が起こる可能性があると指摘している。パネルは、この NF は提案されている用途と

使用レベル下で安全であると結論している。 
 
５． 遺伝子組換え関連 
 認可更新のための遺伝子組換えトウモロコシ NK603 × T25 の評価 
Assessment of genetically modified maize NK603 × T25 for renewal authorisation under 
Regulation (EC) No 1829/2003 (dossier GMFF‐2023‐21252) 
27 November 2025 
https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9745 
(科学的意見) 

https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9710
https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9745
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規則(EC) No 1829/2003 に基づき、Bayer CropScience 社からの文書 GMFF‐2023‐
21252 の提出を受けて、欧州食品安全機関の遺伝子組換え生物に関するパネル（GMO パネ

ル）は、除草剤耐性遺伝子組換えトウモロコシ NK603 × T25 の、EU 域内の栽培を除く食

品及び飼料用途としての認可更新申請に関連して提出されたデータに関する科学的リスク

評価を提出するよう求められた。更新申請に関連して受け取ったデータには、市販後環境モ

ニタリング報告書、スコーピングレビューで検索した文献の評価、申請者又はその代理人が

実施した追加研究の調査、及び更新したバイオインフォマティクス解析が含まれていた。

GMO パネルは、認可期間中に確認され、元の申請の際には評価されていない、起こりうる

新しいハザード、ばく露状況の変化、あるいは新たな科学的不確実性のデータを評価した。

更新を検討しているトウモロコシ NK603 × T25 のイベントの DNA 配列は、当初評価され

たイベントの配列と同一であるという仮定に基づき、GMO パネルは、更新文書 GMFF‐
2023‐21252にはトウモロコシNK603 × T25の当初のリスク評価の結論を変えるような新

たなハザード、ばく露状況の変化、あるいは科学的不確実性の根拠はないと結論した。 
 
６． 食品接触物質関連 
 食品接触物質に使用するための物質「亜リン酸、トリフェニルエステル、α-ヒドロ-ω

-ヒドロキシポリ[オキシ(メチル‐1,2‐エタンジイル)]を有する重合体及び炭素数 10
～16 のアルキルエステル」の安全性評価 

Safety assessment of the substance phosphorus acid, triphenyl ester, polymer with 
alpha‐hydro‐omega‐hydroxypoly[oxy(methyl‐1,2‐ethanediyl)], C10‐16 alkyl 
esters, for use in food contact materials 
1 December 2025 
https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9767 
(科学的意見) 

食品接触物質に関する EFSA のパネル(FCM)は、その溶出が 0.05 mg/kg を超えず、最大

0.25% w/w で水性食品、酸性食品、アルコール性食品、水中油型乳化食品と接触するアクリ

ロニトリル-ブタジエン-スチレン共重合体(ABS)に使用し、または最大 0.2% w/w で全種類

の食品と接触する耐衝撃性ポリスチレン(HIPS)に使用し、ホットフィル及び/又は最大 2 時

間最大 100℃で過熱した後の室温以下での長期保存に使用される場合、消費者の安全上の懸

念ではないと結論した。母乳や乳児用調製乳と接触する使用は除外されたため、この評価で

は扱われていない。 
 
７． 農薬関連 
 内分泌かく乱作用の評価に関する確認情報を踏まえたペトキサミドの農薬リスク評価

に関する加盟国、申請者、EFSA の協議結果 
Outcome of the consultation with Member States, the applicant and EFSA on the 
pesticide risk assessment for pethoxamid in light of confirmatory information on the 

https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9767
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endocrine disruption assessment 
1 December 2025 
https://www.efsa.europa.eu/en/supporting/pub/en-9476 
(技術的報告書) 

本報告書は、ペトキサミドの承認後に要求された内分泌かく乱作用の評価に関する確認

情報、及び、リスク評価におけるこの情報の取り扱いについて、報告担当加盟国であるオー

ストリアがまとめた協議プロセスの結果を要約し、受け取った個々のコメントに関する

EFSA の科学的見解や結論を示している。 
 
 ピノキサデンの大麦、小麦、ライ麦の既存 MRLs の改訂及び第 12 条確認データの評

価 
Modification of the existing maximum residue levels in barley, wheat and rye, and 
evaluation of Art.12 confirmatory data for pinoxaden 
25 November 2025 
https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9742 
(理由付き科学的意見) 

EFSA はリスク評価結果に基づき、報告された農業慣習に従ったピノキサデンの使用か

ら生じる残留物の短期及び長期摂取が消費者の健康へのリスクを示す可能性は低いと結論

した。 
 
 ブドウのドジンの既存 MRLs 改訂 
Modification of the existing maximum residue level for dodine in grapes 
28 November 2025 
https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9757 
(理由付き科学的意見) 

EFSA はリスク評価結果に基づき、報告されている農業慣習によるドジンの使用から生

じる残留物の短期及び長期摂取が消費者の健康にリスクをもたらす可能性は低いと結論し

た。 
 
８． ポッドキャスト 
 エピソード 34―コスト、産地、味：食品の選択に影響を与えるのは何？ 
Episode 34 – Cost, origin, taste: what influences our food choices? 
19 November 2025 
https://www.efsa.europa.eu/en/podcast/episode-34-cost-origin-taste-what-influences-
our-food-choices 
最新のユーロバロメーター調査の結果、この調査の実施方法、食品選択について分かるこ

とを探る。 

https://www.efsa.europa.eu/en/supporting/pub/en-9476
https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9742
https://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/9757
https://www.efsa.europa.eu/en/podcast/episode-34-cost-origin-taste-what-influences-our-food-choices
https://www.efsa.europa.eu/en/podcast/episode-34-cost-origin-taste-what-influences-our-food-choices
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● 英国 食品基準庁（FSA：Food Standards Agency）https://www.food.gov.uk/ 
 
１． 新規食品認可ガイダンス 
Novel foods authorisation guidance 
19 November 2025 
https://www.food.gov.uk/business-guidance/regulated-products/novel-foods-guidance 
（更新情報） 
新規食品認可ガイダンスのウェブページに、Guidance for Food Business Operators 

(FBOs) on researching novelty status of food（食品事業者（FBO）向け食品の新規性調査

に関するガイダンス）が追加された。FBO は、製品を市場に出す前に、自社製品が新規食

品規則の対象となるかどうかを確認する責任がある。本ガイダンスページでは、FBO が自

社製品の新規食品としてのステータスに関する調査を始める際に役立つリソースを提供す

る。FSA は、新規食品に関する協議プロセス（第 4 条協議要請*）を通じてのみ、新規食品

のステータスに関する法的検証を実施できる。FSA は、FBO からの食品の新規性ステータ

スに関する判断の非公式な要請には応じない。 
英国の新規食品制度は、同化規則 Regulation (EU) 2015/2283 に従っている。カンナビジ

オール（CBD）、細胞培養食品、食用昆虫には特定の新規食品に関するガイダンスが別途公

表されている。 
*第 4 条協議要請 
同化規則 Regulation (EU) 2015/2283 Article4 に定められた新規食品の該当性（ステー

タス）を決定するための手続き 
https://www.legislation.gov.uk/eur/2015/2283/article/4 

 
２． 2025 年 12 月の FSA 理事会のペーパーが公表される 
FSA Board meeting papers published for December 2025 
27 November 2025 
https://www.food.gov.uk/news-alerts/news/fsa-board-meeting-papers-published-for-
december-2025 
英国食品基準庁（FSA）理事会が 12 月 10 日に開催される。議題は、食肉公的管理費用

割引制度（Meat Charging Discount Regime）の評価：支援制度の改定案、アレルゲン閾値

を含むコーデックス予防的アレルゲン表示規格に関する FSA の立場、国家食品犯罪対策ユ

ニット（NFCU）年次報告、年次コミュニケーションアップデート等。議題の全文と公表さ

れた文書は、FSA ウェブサイトの理事会セクションで閲覧可能。 
 
＊理事会セクションウェブページ 
https://www.food.gov.uk/board-papers/fsa-board-meeting-december-2025-agenda-

https://www.food.gov.uk/
https://www.food.gov.uk/business-guidance/regulated-products/novel-foods-guidance
https://www.legislation.gov.uk/eur/2015/2283/article/4
https://www.food.gov.uk/news-alerts/news/fsa-board-meeting-papers-published-for-december-2025
https://www.food.gov.uk/news-alerts/news/fsa-board-meeting-papers-published-for-december-2025
https://www.food.gov.uk/board-papers/fsa-board-meeting-december-2025-agenda-and-papers
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and-papers 
 
３． 安全性評価における共通課題を特定するための精密発酵申請のレビュー 
Review of Precision Fermentation Applications to Identify Common Challenges for 
Safety Assessment 
November 27, 2025 
https://science.food.gov.uk/article/147356-review-of-precision-fermentation-
applications-to-identify-common-challenges-for-safety-assessment 
（研究プロジェクト） 

本レビューにおいて、英国食品基準庁（FSA）が精密発酵（PF：precision fermentation）
製品の安全性について結論を出すのに障害となる主な課題として、バイオインフォマティ

クス、細胞株の完全性、タンパク質の消化性、栄養学的不利益、そして PF 製品のアレルギ

ー誘発性（allergenicity）などが特定された。 
 FSA が現在使用している PF の作業上の定義は、「精密発酵とは、遺伝子組換え微生物

（GMM）を用いて特定の機能性成分を生産することにより、タンパク質や酵素などの重要

な食品成分を生産する技術と考えられる」である。より詳細な定義には、「微生物全体をバ

イオリアクター/閉鎖系で繁殖させ、脂肪又はタンパク質の含有量のために精緻化する」こ

とが含まれる。精密発酵製品に特有のハザードとしては、最終製品における遺伝子組換え

（GM）DNA 又は微生物の残留、微生物毒素及び化学汚染物質、新規アレルゲンへのばく

露、従来の製品と比較した栄養価の低下などがある。 
 このレビューの第一の目的は、FSA が PF 製品の安全性について結論を出す際に直面す

る主要な課題を特定することである。第二の目的は、計画されているイノベーション研究プ

ログラムの専門家イベントが最も重要なトピックに焦点を当てているかどうかを確認し、

将来の研究分野を特定することである。 
結果概要（一部抜粋） 
 PF 製品の申請における重要な課題は、安全性適格推定（QPS：qualified presumption 

of safety）の要件を満たしていない微生物、そして場合によっては食品への使用実績が

ない微生物の固有の特性（identity）を把握することである。GMM を使用する PF 申

請では、多くの場合、新しいゲノム配列が提供される。バイオインフォマティクス解析

には、高品質のゲノムアセンブリが必要であり、その欠如によるデータギャップは、

FSA が安全性について結論を出す上で課題となる。微生物の潜在的な病原性や毒性を

評価するためのバイオインフォマティクス解析が不十分であることもよくある課題で

ある。 
 生産工程（production process）における重要な情報不足は、一般的な新規食品申請と

共通している。その中には、最終製品に微生物が存在しないことを保証するための、十

分に詳細な食品安全管理計画、例えば危害要因分析重要管理点（HACCP）が含まれる。

他の細胞性製品と共通する課題として、細胞の増殖（継代数）、微生物の遺伝的及び表

https://www.food.gov.uk/board-papers/fsa-board-meeting-december-2025-agenda-and-papers
https://science.food.gov.uk/article/147356-review-of-precision-fermentation-applications-to-identify-common-challenges-for-safety-assessment
https://science.food.gov.uk/article/147356-review-of-precision-fermentation-applications-to-identify-common-challenges-for-safety-assessment
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現型の安定性、発酵の制御方法、そして細胞バンキングの管理に関する詳細な情報など

の不足がある。製品の生産に GMM が使用される場合、最終製品から GMM が除去さ

れたことを適切に実証する必要がある。申請者はまた、GMM から製品がどのように分

泌されるかについても十分な詳細を提供する必要がある。 
 製品の成分（composition）に関する詳細な情報として、GMM を用いてタンパク質を

生産する場合、申請者は、そのタンパク質が正しく折り畳まれており（folded correctly）、
機能することを確認する必要がある。タンパク質の品質を調査する際には、申請者は、

製品が栄養上の不利益をもたらすかどうかを正確に示す必要があり、また、適切なタン

パク質消化性試験を選択し、その選択の根拠を示す必要がある。栄養について、申請者

は推定摂取量の計算を正しく行う必要がある。想定される用途と推定摂取量の計算の

明確性が不十分である場合、FSA は PF 製品（及び細胞性製品）が消費者にもたらす

可能性のある栄養上の不利益について結論を下すことができない。 
 申請者は新規食品中の RNA 含有量を考慮する必要もある。RNA は体内で尿酸に代謝

される可能性があるためである。また、申請者は、新規食品に含まれる食物繊維の量に

ついても説明する必要がある。 
 PF 製品の課題として、アレルギー誘発性もある。PF 製品が乳タンパク質であり、乳

製品の代替品として販売される場合、申請者は製品に適切なアレルゲンが表示される

ことを保証する必要がある（リスク管理上の問題）。 
 
４． CBD 製品の使用 
Use of CBD Products 
December 01, 2025 
https://science.food.gov.uk/article/146659-use-of-cbd-products 
（研究プロジェクト）  

カンナビジオール（CBD）は、カンナビノイドと呼ばれる多くの化学物質の一つである。

ヘンプ（hemp）や大麻草（cannabis plants）に含まれており、合成も可能である。英国で

は、CBD 製品は食品として、特にフードサプリメントとして販売されている。店舗、カフ

ェ、オンラインで広く入手可能で、著名人の宣伝やソーシャルメディアを通じて CBD 製品

のマーケティングがますます活発化している。 
 本報告書は、FSA が Ipsos UK に委託し、実施した、消費者の CBD 製品使用に関する調

査である。本調査は、消費者の CBD の使用状況（prevalence）、使用動機（motivation）、
依存度（reliance）、購買行動（purchasing behaviours）、規制ガイダンスの認知度

（awareness）を把握することを目的とした。イングランド、ウェールズ、北アイルランド

の 18 歳から 75 歳までの成人 1,968 名を対象とした全国規模のサンプル調査である。384
名が過去 12 ヶ月間に CBD を使用したと回答した。 
主な調査結果 
 18～75 歳の成人の 19%が、過去 12 ヶ月間に CBD 含有製品を使用した。使用率は、

https://science.food.gov.uk/article/146659-use-of-cbd-products
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若年成人（18～34 歳）では 31%であり、より高齢の成人（35～54 歳では 19%、55～
75 歳では 6%）と比較して高い。また、少数民族出身者の使用率（30%）も高い（白人

系では 17%）。また、男性では 20%、女性では 16%であり、高社会階層では 21％、低

社会階層では 16%である。 
 使用者の 44%が、過去 1 年以内に初めて CBD 製品を摂取した。 
 使用者の 59%は CBD 製品に依存していると感じており、28%は非常に依存している

と感じている。 
 CBD 製品を使用する最も一般的な理由は、一般的な健康維持（wellbeing）（46%）で

あり、次いでメンタルヘルス状態の管理（40%）であった。痛みの緩和（34%）や身体

症状の管理（26%）のための CBD 使用はそれほど一般的ではないが、これらの使用者

は依存していると感じている可能性が高い。 
 CBD 製品が英国で販売されなくなった場合、使用者の 27%が使用を中止すると回答し、

61%は代替品を探すと回答した。CBD に依存していると感じている人では、代替品を

探す傾向がさらに高い（79%）。 
 CBD 製品の購入を決定する際に、91％が小売業者/ブランドへの信頼、コストパフォー

マンス、製品の効果（強度）（product strength）を重視し、そして 88%が価格を重視

する。CBD への依存度が高いと感じている人は、71％がソーシャルメディアでの推奨

を重視し（全体では 51%）、58％が有名人の推薦を重視しており（全体では 38%）、ソ

ーシャルメディアや有名人の推薦の影響を受けやすい。 
 CBD 製品を購入する際に最も広く利用されているのは、健康食品店とスーパーマーケ

ットである（どちらも 45%）。依存度が高い人では、依存度が低い人と比べて、薬局（そ

れぞれ 51%と 15%）、オンラインの健康食品店（27%と 8%）、ソーシャルメディアプラ

ットフォーム（12% と 3%）で購入する割合が高い。 
 調査前に、CBD 製品が英国で食品及びフードサプリメントへの使用が認可されていな

いことを認識していた使用者は 42%であった。また、FSA が認可を検討している製品

のリストを公開していることを認識していたのは 45%であり、25%はリストを使用し

たことがあると回答した。CBD への依存度が高い使用者の方が、認知度が高かった。 
 認可が検討されている製品のリストの使用に対する関心は、CBD 使用者の間で高い

（70%が使用したいと回答）。一方で 63%は食品やフードサプリメントへの使用が認可

されていない CBD 製品の摂取について非常に又はかなり懸念している。 
 FSA が健康な成人における食品及びフードサプリメントからの CBD の上限摂取量と

して 10 mg/日を推奨していることについて、CBD 使用者の 54%が認識しておらず、

40%が認識していた。認識している使用者の大多数は、常に又は時々このガイドライン

に従うと回答した(94%)。 
 
５． 規制製品安全性評価 



 25 

 フードサプリメントを含む様々な食品カテゴリーに使用する新規食品としてのカンナ

ビジオール(CBD)単離物の安全性評価 
Safety Assessment on the Safety of Cannabidiol (CBD) Isolate as a Novel Food for Use 
in a Range of Food Categories Including Food Supplements (RP225) 
November 27, 2025  
https://science.food.gov.uk/article/147463-safety-assessment-on-the-safety-of-
cannabidiol-cbd-isolate-as-a-novel-food-for-use-in-a-range-of-food-categories-including-
food-supplements-rp225 
新規食品としての認可のために、カンナビジオール（CBD）単離物が申請された。 
 申請企業：Eusphera Nutraceuticals 社 
 申請用途：Food Supplements (England) Regulations 2003 及び英国の他の国々

における同等の法令において、18 歳以上の方を対象としたカプセル、チュアブル

剤、液剤、又はドロップ剤と定義される食品サプリメント（成人用）。 
この新規食品は、純度 98%以上の CBD 単離物であり、妊娠中及び授乳中の女性、及びそ

の他の特定の脆弱なグループを除く成人向けのフードサプリメントの成分として使用する

ことを目的としている。FSA 及びスコットランド食品基準局（FSS）の評価をサポートす

るため、新規食品及び製造工程に関する諮問委員会（ACNFP）はレビューを依頼された。

この新規食品は、提供されたデータに基づいて評価され、純度 98%以上の CBD の暫定許容

一日摂取量（ADI）を、本評価のエビデンスの一部として用いることが適切であると示され

た。CBD については、成人の暫定 ADI として 10 mg/日が FSA により公表されており、こ

の新規食品の評価で考慮された。さらに、規制薬物であるデルタ-9-テトラヒドロカンナビ

ノール（Δ9-THC）の混入の可能性についても評価された。Δ9-THC の混入について 5 つ

のバッチを検査したところ全て不検出であった（定量限界は 0.05%(w/w)）。提案されている

総用量 10 mg/日という CBD の使用を反映するように調整すると、この新規食品における

Δ9-THC のレベルは、EFSA が特定した安全上限摂取量（safe upper intake level : SUL）
である 1 µg/kg 体重/日（体重 70 kg の成人では 70 µg/日）を下回り、提案された CBD の

使用条件下で安全上の懸念はないと結論した。 
FSA 及び FSS は、提案された使用条件下では新規食品は安全であり、ヒトへの安全リス

クはないと結論付けた。予想される摂取量とフードサプリメントでの提案された使用は、栄

養的に不利であるとは考えられないとされた。 
 
６． FSA は食品衛生ランク付け 15 周年を迎え、外食する消費者に「予約前に確認する」

よう呼びかける 
FSA marks 15 years of food hygiene ratings and reminds diners to ‘look before they book’ 
27 November 2025 
https://www.food.gov.uk/news-alerts/news/fsa-marks-15-years-of-food-hygiene-ratings-
and-reminds-diners-to-look-before-they-book 

https://science.food.gov.uk/article/147463-safety-assessment-on-the-safety-of-cannabidiol-cbd-isolate-as-a-novel-food-for-use-in-a-range-of-food-categories-including-food-supplements-rp225
https://science.food.gov.uk/article/147463-safety-assessment-on-the-safety-of-cannabidiol-cbd-isolate-as-a-novel-food-for-use-in-a-range-of-food-categories-including-food-supplements-rp225
https://science.food.gov.uk/article/147463-safety-assessment-on-the-safety-of-cannabidiol-cbd-isolate-as-a-novel-food-for-use-in-a-range-of-food-categories-including-food-supplements-rp225
https://www.food.gov.uk/news-alerts/news/fsa-marks-15-years-of-food-hygiene-ratings-and-reminds-diners-to-look-before-they-book
https://www.food.gov.uk/news-alerts/news/fsa-marks-15-years-of-food-hygiene-ratings-and-reminds-diners-to-look-before-they-book
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 2,000 人以上の成人を対象とした 2025 年 11 月の最新の月次消費者調査（Consumer 
Insights tracking survey – November 2025）では、回答者の約 5 人に 3 人（62%）が 12
月と新年に外食する可能性が高いと回答した。外食先を選ぶ際に、71%が料理の質を、66%
が価格を考慮すると回答した。また、3 人に 1 人強（36%）が、年末年始の外食先を決める

際に食品衛生ランク付け（Food Hygiene Rating）を考慮すると回答した。 
FSA は、外食する消費者に対し、食品衛生ランク付けについて「look before you book（予

約前に確認する）」ことを推奨する。FSA の過去の調査では、ランクが 2 以下の食品事業者

は、ランクが 3 (概ね満足)以上の食品事業者に比べて、食中毒の発生につながる可能性が 2
倍高いことが示されている。 

注：食品衛生ランク付け制度（Food Hygiene Rating Scheme : FHRS）は、食品安全担

当官が行う調査により、食品事業者の衛生基準に関する情報を提供する。消費者が外食

や食料品の買い物をする場所について選択を行えるよう支援することを目的としている。

FHRS は「0 ：緊急に改善が必要」～「5：衛生水準が非常に良い」の 6 段階のランク付

けとなっている。現在は、店舗の目立つ場所（入り口や窓）への格付けの掲示が法的に

義務づけられている。 
 

＊最新の消費者調査データの閲覧ウェブサイト（Excel ファイルダウンロード可） 
Consumer Insights tracking survey – November 2025 
https://data.food.gov.uk/catalog/datasets/0bfd916a-4e01-4cb8-ba16-763f0b36b50c 

 
＊FSA の過去の調査（論文） 
Fleetwood J. et al. 
As clean as they look? Food hygiene inspection scores, microbiological contamination, 
and foodborne illness 
Food Control 96, 76-86 (2019) 
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0956713518304432 
 
＊関連記事：食品安全情報（化学物質）No. 12/ 2025（2025. 06. 11） 
【FSA】食品衛生ランク付け制度の表示監査及び事業調査：2024 年テクニカルレポート 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202512c.pdf 

 
７． 食品規制の将来 – 予算発表 
Future of food regulation – Budget announcement  
27 November 2025 
https://food.blog.gov.uk/2025/11/27/future-of-food-regulation-budget-announcement/ 
（ブログ） 

予算発表の一環として、英国政府は FSA に対し、イングランドで規制を遵守している大

https://data.food.gov.uk/catalog/datasets/0bfd916a-4e01-4cb8-ba16-763f0b36b50c
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0956713518304432
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202512c.pdf
https://food.blog.gov.uk/2025/11/27/future-of-food-regulation-budget-announcement/
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規模食品事業者を対象とする新たな国家レベルの規制システムの策定を要請した。 
 この要請は、FSA がこれまで行ってきた取り組みを基盤としている。2 年前、FSA は大

手小売業者を対象に「国家レベルの規制（National Level Regulation）」を 1 年間試行し、

大手企業を国家レベルで規制できるかどうかを検討した。その後、FSA は地方当局、企業、

その他の関係者と協力し、将来的に消費者を保護し、地方及び国家レベルの両方で企業を支

援するために、食品規制をどのように進化させていくべきかについて検討してきた。信頼で

きる食品衛生ランク付け制度（FHRS）を基盤として、登録制度の強化、データとインテリ

ジェンスの活用拡大、地方当局の執行権限の強化、そして消費者への情報提供の強化につい

て協議してきた。 
 国家レベルのアプローチは、大手企業に対する監督を強化できる可能性がある。企業デー

タと管理システムを頻繁に精査し、現場でのチェックも行うことで、企業全体の食品安全リ

スクをより迅速に特定し、対処できるようになり、同時に、規制を遵守する企業の管理負担

を軽減することができる。 
食品システム全体のパートナーと行った過去 1 年間の議論に基づき、FSA は今後、食品

規制の策定に取り組む。2026 年 3 月の FSA 理事会に提案が提出される予定である。 
 

＊関連記事：食食品安全情報（化学物質）No. 20/ 2024（2024. 10. 02） 
【FSA】FSA 理事会はイングランドのスーパーマーケットに対する国家レベルの新たな

規制についてさらなる議論を求める  

https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2024/foodinfo202420c.pdf 
 
８． 薬剤耐性と食品：薬剤耐性とは何か、なぜ重要なのか 
Antimicrobial Resistance and food: What it is and why it matters 
18 November 2025 
https://food.blog.gov.uk/2025/11/18/antimicrobial-resistance-and-food-what-it-is-and-
why-it-matters/ 
（ブログ）  

2025 年 11 月 18～24 日は世界薬剤耐性（AMR：Antimicrobial Resistance）啓発週間で

ある。このブログでは薬剤耐性に対する英国の取り組みを紹介している。 
 英国政府は 20 年ビジョンの中で AMR の封じ込めと管理の必要性を示し、5 年間の国家

行動計画（NAP）が策定された。最初の NAP は 2019 年から 2024 年まで実施され、現在

2 番目の NAP が進行中である。AMR はワンヘルス（One Health）の問題であり、ヒト、

動物、環境の健康を連携させることによってのみ適切に対処することができるため、NAP
のアプローチが重要である。英国食品基準庁（FSA）は、長年食品における AMR に焦点を

当てた研究及びサーベイランスプログラムを実施している。この中で重要な要素は、どの食

品が AMR 病原体を保有している可能性があるかを把握するためのサーベイランスである。 

https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2024/foodinfo202420c.pdf
https://food.blog.gov.uk/2025/11/18/antimicrobial-resistance-and-food-what-it-is-and-why-it-matters/
https://food.blog.gov.uk/2025/11/18/antimicrobial-resistance-and-food-what-it-is-and-why-it-matters/
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 FSA は、対象を絞った調査に加え、全ゲノムシークエンシング（WGS：Whole Genome 
Sequencing）などの最新技術の活用拡大など、将来的に食品由来病原体及び AMR のサー

ベイランスをより効果的に実施する方法についても検討している。 
 

＊関連記事：食品安全情報（化学物質）No. 25/ 2021（2021. 12. 8） 
【FSA】FSA は「Spread Awareness, Stop Resistance（意識を高め、耐性をなくす）」

キャンペーンを支持する 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2021/foodinfo202125c.pdf 

 
 
● ドイツ連邦リスクアセスメント研究所（BfR：Bundesinstitut fur Risikobewertung）

https://www.bfr.bund.de/en/home.html 
 
１． 抗生物質耐性の広がりと闘うための協力 BfR は学際的な監視アプローチに参加する 
Working together to combat the spread of antibiotic resistance 
The BfR participates in an interdisciplinary monitoring approach. 
19/11/2025 
https://www.bfr.bund.de/en/press-release/working-together-to-combat-the-spread-of-
antibiotic-resistance/ 
ヒトの医療、獣医学及び環境分野は、抗生物質耐性と闘うために協力しなければならない

―これは新たな洞察ではない。だが、どの抗生物質が、どの位の頻度で、どこで使用されて

いるのか？ また、どの細菌がどのような耐性を持っているのか？ 耐性の広がりを効果

的に止めるために、部門を超えてこのような基礎データを収集し関連付けなければならな

い。これはまさに、ドイツ連邦リスク評価研究所(BfR)も参加している OHIS グループの目

標である。「フードチェーンに沿った細菌の調査や耐性データの提供は、長い間我々の中心

的任務の一つである。このため、我々のデータをヒトの医療や環境分野のデータと一緒に分

析・評価することがますます重要になっている。抗生物質耐性の広がりを効果的に抑えるた

めの唯一の方法は、この共同の視点を取り入れることである」と BfR 長官 Andreas Hensel
教授は述べた。世界抗生物質耐性啓発週間(WAAW、2025 年 11 月 18～24 日)の一環として、

OHIS グループは、既存の活動について発表し、更なる協力を強化するために、11 月 20 日

に 1 日の専門家イベントを開催する。 
 
OHIS は One Health Integrated Surveillance（ワンヘルス統合サーベイランス）の略で、

全体論的、学際的なワンヘルス戦略という意味での抗生物質耐性監視のことである。BfR の

他、ロベルト・コッホ研究所(RKI)、フリードリヒ・レフラー研究所(FLI)、ドイツ連邦環境

庁(UBA)及びドイツ連邦消費者保護食品安全庁(BVL)もこのネットワークに参加している。 
このグループは 2023 年にドイツ政府の抗生物質耐性戦略(DART 2030)の一環として結

https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2021/foodinfo202125c.pdf
https://www.bfr.bund.de/en/home.html
https://www.bfr.bund.de/en/press-release/working-together-to-combat-the-spread-of-antibiotic-resistance/
https://www.bfr.bund.de/en/press-release/working-together-to-combat-the-spread-of-antibiotic-resistance/
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成された。DART 2030 は、国家レベルでの協力及び国際協力を通じて抗生物質耐性の広ま

りを止めるための 6 つの行動分野を概説している。予防、抗生物質の適切な使用、研究開発

に加えて、「サーベイランスと監視」も主要な活動分野の 1 つである。学際的なサーベイラ

ンスの目的は、とりわけ、抗生物質耐性の傾向と動向を特定し、初期段階で的を絞った対策

を講じ、その後の評価を行うことができるようにすることである。DART 2030 の目標の 1
つは、OHIS グループが、各分野からのデータをリンクするウェブサイトを設定することで

ある。 
BfR は抗生物質耐性との戦いの様々な側面に関与している。例えば、BfR は抗生物質耐

性に関する国立リファレンス検査機関(National Reference Laboratory: NRL)の本拠地で

ある。その最も重要な任務は、公衆衛生にハザードをもたらす人獣共通感染症病原体やその

他の細菌における抗生物質耐性に関する比較可能なデータを収集することである。結果は

人獣共通感染症に関する年次報告書にまとめられ、欧州食品安全機関(EFSA)に提出される。

2023 年以降、このデータやその他の監視データは、ZooNotify インターネットポータルを

介して専門家や関心のある市民にも入手可能になった。 
BfR のもう一つの主要な活動は、牛、豚、鶏、七面鳥における抗生物質使用量、及び特定

の動物生産タイプにおける抗生物質投与頻度の情報の収集と評価である。データの年次評

価は、管轄機関が消費者保護対策を講じるための基礎となる。 
BVL が主催する OHIS 会合は、ドイツ連邦保健省(BMG)、農業省(BMLEH)、環境省

(BMUKN)も招待されており、今年の WAAW のモットー「今行動しよう：現在を救い、将

来を守る」を支持するものである。 
 

＊抗生物質の使用と耐性の動向に関する詳細情報 
 家畜における抗生物質の使用に関するトピックページ 

https://www.bfr.bund.de/en/food-safety/assessment-of-microbial-risks-in-
foods/use-of-antibiotics-in-livestock/ 

 抗生物質耐性に関するトピックページ 
https://www.bfr.bund.de/en/research/research-fields/microbiology/antibiotic-
resistance/ 

 ZooNotify インターネットポータル 
https://zoonotify.bfr.berlin/explanations?lang=en 

 
２． マイクロプラスチック－現在分かっていること 

マイクロプラスチックに関する消費者保護フォーラム 
Microplastics – What do we know today? 
Consumer protection forum on the topic of microplastics 
11/11/2025 
https://www.bfr.bund.de/en/press-release/microplastics-what-do-we-know-today/ 

https://www.bfr.bund.de/en/food-safety/assessment-of-microbial-risks-in-foods/use-of-antibiotics-in-livestock/
https://www.bfr.bund.de/en/food-safety/assessment-of-microbial-risks-in-foods/use-of-antibiotics-in-livestock/
https://www.bfr.bund.de/en/research/research-fields/microbiology/antibiotic-resistance/
https://www.bfr.bund.de/en/research/research-fields/microbiology/antibiotic-resistance/
https://zoonotify.bfr.berlin/explanations?lang=en
https://www.bfr.bund.de/en/press-release/microplastics-what-do-we-know-today/
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2025 年 12 月 2 日、ドイツ連邦リスク評価研究所(BfR)とオーストリア保健・食品安全局

(AGES)は、「マイクロプラスチック－現在分かっていること」と題した消費者保護フォーラ

ムを開催する。このイベントでは科学的知見の現状に焦点を当て、研究、社会、企業、政治

の分野の専門家間の対話を促進する。「マイクロプラスチックの研究は、近年大きな進歩を

遂げた」と AGES の最高責任者である Johannes Pleiner-Duxneuner 博士は述べた。「にも

かかわらず、まだ明確にする必要のあるデータのギャップがある。」現在までの研究から、

多くのヒトの臓器にマイクロプラスチックが検出され様々な病気と関連付けられているが、

これらの研究はどれほど信頼できるのか？ 方法論的な欠陥はあるのか？ 検出された粒

子は本当にマイクロプラスチックなのか？ 現在の科学的知見によると、マイクロプラス

チックがヒトにもたらす健康上のリスクは比較的低い。「ほとんどの粒子はヒトの体に吸収

されず、処理もされない。吸収される量は、おそらく健康に害をもたらすには少なすぎる」

と BfR 長官の Andreas Hensel 教授は述べた。「同時に、特にヒトの体内におけるマイクロ

プラスチックの正確な作用機序に関する更なる研究が必要である。」このフォーラムでは、

異なる視点を集結し、考えられる結論を導き出し、一般市民の懸念に対処するためのプラッ

トフォームを提供する。 
 
ヒトの様々な組織や体液からマイクロプラスチックが検出されるという研究が増えてい

る。ニューメキシコ大学の Matthew Campen 教授のチームによる最新の研究結果では、

2024 年の肝臓と脳のサンプルに含まれるマイクロプラスチックの濃度は、2016 年のサン

プルと比較して有意に高いことが示されている。特に顕著だったのは脳で測定された濃度

で、肝臓や腎臓に含まれる濃度より 30 倍高いケースもあった。この研究結果は、現在科学

界において論争のまとである。その他の研究から、他にも、ヒトの血液、肺、生殖器官にマ

イクロプラスチックが検出されている。 
しかし、多くの研究ではサンプル数が少ないため、及び/又はマイクロプラスチックの同

定や定量に方法論的不確実性があるため、これらの調査結果は、まだ健康影響の根拠とはな

っていない。さらに、これまでの研究結果は相関関係のみを示すものであり、因果関係は示

していない。現在の科学的知見によると、マイクロプラスチックがヒトにもたらす健康リス

クは比較的低い。これは、大部分の粒子は生物学的に利用可能ではなく、摂取量はおそらく

健康影響をもたらすには少なすぎるためである。しかしながら、特に、マイクロプラスチッ

クや、より小さなナノプラスチックが、体内でどのように作用するかについて正確により良

く理解するために、更なる研究が必要である。また、生体試料中のマイクロプラスチックと

ナノプラスチックを確実に検出するための、妥当性確認された測定方法も必要である。 
科学的評価は今のところむしろ安心できるものであるが、一般市民の間では異なる認識

が広がっている。このテーマは大きな関心を集めているが、多くの場合知識は少なく、むし

ろ健康影響についての懸念が広まっている。消費者保護フォーラムでは、毒性学、体内に取

り込まれる経路、方法論に加えて、科学的知見と一般認識との間の不一致も議論のテーマと

なる。この背景に対して、様々な分野の専門家が科学の現状についての洞察を提供し、更な
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る研究が必要な分野を浮き彫りにする。また、政治、企業、社会の代表者が考え方を共有し、

参加者と議論する。 
 

＊マイクロプラスチックに関する詳細情報 
 マイクロプラスチックに関する Q&A：事実、研究及び未解決の問題 
https://www.bfr.bund.de/en/service/frequently-asked-
questions/topic/microplastics-facts-research-and-open-questions/ 
 BfR ポッドキャスト 

マイクロプラスチック：小さな粒子－大きなリスク？（ドイツ語） 
https://podcast.bfr.bund.de/3-mikroplastik-kleine-partikel-grosses-risk-003 

 
＊関連記事：食品安全情報（化学物質）No. 17/ 2025（2025. 08. 20） 
【BfR】脳の中にマイクロプラスチック？ BfR は新たな研究を評価－今のところ健康

上のリスクの証拠はない 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202517c.pdf 

 
３． BfR 科学マンガ 
BfR science comics 
https://www.bfr.bund.de/en/publications/science-comics/ 

BfR 科学マンガは、日常の話題について科学的な視点を提供している。複雑な科学的事実

を簡潔にわかりやすく楽しませる方法で伝えている。主に消費者を対象としている。 
「科学は何と言っているか？ 」のシリーズには以下のマンガがある。 
 マイクロプラスチック  

https://www.bfr.bund.de/assets/01_Ver%C3%B6ffentlichungen/01_sonstige_Do
kumente/BfR-Science-Comic_englisch/what-does-science-say-the-bfr-science-
comic-microplastics.pdf 

 代替タンパク源 
https://www.bfr.bund.de/cm/349/what-does-science-say-alternative-protein-
sources.pdf 

 生の食品 
https://www.bfr.bund.de/cm/349/what-does-science-say-the-bfr-science-comic-
raw-food.pdf 

 電子タバコ 
https://www.bfr.bund.de/cm/349/what-does-science-say-the-bfr-science-comic-e-
cigarettes.pdf 

 タトゥーインク 
https://www.bfr.bund.de/cm/349/what-does-science-say-the-bfr-science-comic-

https://www.bfr.bund.de/en/service/frequently-asked-questions/topic/microplastics-facts-research-and-open-questions/
https://www.bfr.bund.de/en/service/frequently-asked-questions/topic/microplastics-facts-research-and-open-questions/
https://podcast.bfr.bund.de/3-mikroplastik-kleine-partikel-grosses-risk-003
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202517c.pdf
https://www.bfr.bund.de/en/publications/science-comics/
https://www.bfr.bund.de/assets/01_Ver%C3%B6ffentlichungen/01_sonstige_Dokumente/BfR-Science-Comic_englisch/what-does-science-say-the-bfr-science-comic-microplastics.pdf
https://www.bfr.bund.de/assets/01_Ver%C3%B6ffentlichungen/01_sonstige_Dokumente/BfR-Science-Comic_englisch/what-does-science-say-the-bfr-science-comic-microplastics.pdf
https://www.bfr.bund.de/assets/01_Ver%C3%B6ffentlichungen/01_sonstige_Dokumente/BfR-Science-Comic_englisch/what-does-science-say-the-bfr-science-comic-microplastics.pdf
https://www.bfr.bund.de/cm/349/what-does-science-say-alternative-protein-sources.pdf
https://www.bfr.bund.de/cm/349/what-does-science-say-alternative-protein-sources.pdf
https://www.bfr.bund.de/cm/349/what-does-science-say-the-bfr-science-comic-raw-food.pdf
https://www.bfr.bund.de/cm/349/what-does-science-say-the-bfr-science-comic-raw-food.pdf
https://www.bfr.bund.de/cm/349/what-does-science-say-the-bfr-science-comic-e-cigarettes.pdf
https://www.bfr.bund.de/cm/349/what-does-science-say-the-bfr-science-comic-e-cigarettes.pdf
https://www.bfr.bund.de/cm/349/what-does-science-say-the-bfr-science-comic-tattoo-inks.pdf
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tattoo-inks.pdf 
 
４． 科学的なナンセンスを認識する 

“Quarks Science Cops”が“Risiko”ポッドキャストにゲストとして登場 
Recognising scientific nonsense 
“Quarks Science Cops” appear as guests on “Risiko” podcast 
18/11/2025 
https://www.bfr.bund.de/en/press-release/recognising-scientific-nonsense/ 
科学は依然としてインターネット上でよく「売れる」。インフルエンサー達は、特に

Instagram、YouTube、TikTok などのプラットフォームで、科学的研究を定期的に紹介し

ている。だが、よく調べてみると、多くの場合、これらの研究では言われていることが全く

証明されていない、と科学ジャーナリストMaximilian Doeckel氏とJonathan Focke氏は、

BfR の科学ポッドキャスト「Risiko (Risk)」の最新エピソード述べている。この 2 人は、西

部ドイツ放送(WDR)のポッドキャスト「Quarks Science Cops」で、定期的に科学的なナン

センスを暴露している。 
ドイツ語のポッドキャスト「Risiko」は、BfR の広報活動の一環であり、法的任務に従っ

て、BfR の研究の範囲を超えて、一般市民に健康リスクについての情報を提供することを目

的としている。月 1 回程度配信され、専門家とのリラックスした会話の中で、食品、化学物

質、消費者製品がもたらす、実際の健康リスク及び認識されている健康リスクについて話し

合う。新エピソードでは、Science Cops（科学警察）が、ユーモアと科学的知識を用いてど

のようにペテン師を追いつめ、その疑わしい手法を暴露するかを説明している。 
 
 
● フランス食品・環境・労働衛生安全庁（ANSES：Agence Nationale de Sécurité 

Sanitaire de L’alimentation, de L’environnement et du Travail）
https://www.anses.fr/en 

 
１． 強化され、より代表的となった新バージョンの Ciqual 表 
A new, enhanced and more representative version of the Ciqual table 
19/11/2025 
https://www.anses.fr/en/content/new-enhanced-and-more-representative-version-ciqual-
table 
フランスにおける食品栄養成分の参照情報源である Ciqual 表が更新された。 
現在 Ciqual 表には 3484 種類の食品と 74 種類の成分が含まれており、欧州における最

も包括的な栄養成分表の 1 つとなっている。フランスで最も広く摂取される生鮮食品と加

工食品を対象とし、例えば、フルーツヨーグルト、トマト、1 食分のポテトチップスなどの

平均的な組成を提供している。  

https://www.bfr.bund.de/cm/349/what-does-science-say-the-bfr-science-comic-tattoo-inks.pdf
https://www.bfr.bund.de/en/press-release/recognising-scientific-nonsense/
https://www.anses.fr/en
https://www.anses.fr/en/content/new-enhanced-and-more-representative-version-ciqual-table
https://www.anses.fr/en/content/new-enhanced-and-more-representative-version-ciqual-table
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ANSES が管理する Ciqual 表は、多くの利用者に毎日閲覧されているオープンアクセス

ツールである。利用者には、例えば、貧血患者に鉄分豊富な食事を指導するなど、その人に

合わせた食事を考案する栄養士（dietician）や栄養指導士（nutritionist）、製品の栄養表示

を作成する食品製造業者、欠乏症のある人、特別食を摂らなければならない人などが含まれ

ている。 
「食品栄養成分」とは、脂肪、脂肪酸、炭水化物、総糖類及び個別の糖類、タンパク質、

塩、ビタミン及びミネラルなど、各食品の栄養成分のことである。 
Ciqual 表の前回の更新は 2020 年だった。それ以降のフランスにおける食習慣の変化や

入手可能な食品の多様性を反映して、今回、ケール、照り焼きソース、カボチャの種子など、

新たに 300 種類の食品が追加された。 
栄養情報の主な更新は、朝食用シリアル、チーズ、乳製品、生鮮デザート、ビスケットと

ケーキ、全粒製品、パンと菓子パン、ホット飲料、加工肉に関するものである。また、新た

に 7 種類のビタミン成分も追加した。例えば、現在ビタミン B9 には、強化食品に加える葉

酸と、食品に天然に含まれる葉酸塩の 2 つの形態がある。 
データ生成方法の透明性を高めるためにオンライン文書も強化し、利用者にとって本当

に便利なものになった。 
新たなデータのほとんどは、フランス国民の摂取習慣に基づいて選ばれた食品サンプル

で実施した分析に由来している。サンプリングと分析は、厳格な手順に従って選ばれた研究

機関と連携して、認められている方法を用いて実施されており、データの堅牢性が保証され

ている。その他のデータは主に、フランス市場の加工食品の供給を監視する OQALI 食品観

測プロジェクト（https://www.oqali.fr/en/home/）から得られている。合計で 113,000 件以

上の高品質なデータが新たに追加されたことで、大規模で非常に堅牢な更新となった。 
これらのデータは、例えば Albane などの摂取量調査と組み合わせることにより、フラン

ス国民の栄養摂取量を知る上で非常に貴重なものである。 
ANSES が実施した健康リスク評価の一部も Ciqual 表のデータに基づいている。これら

の評価には、栄養摂取量が必要量を満たしていない国民の割合を評価する現在進行中の作

業も含まれている。 
 
 
● 米国食品医薬品局（FDA：Food and Drug Administration）https://www.fda.gov/ 
 
１． タルク含有化粧品中のアスベストの検出及び特定のための試験方法；撤回 
Testing Methods for Detecting and Identifying Asbestos in Talc-Containing Cosmetic 
Products; Withdrawal 
11/28/2025 
https://www.federalregister.gov/documents/2025/11/28/2025-21407/testing-methods-for-
detecting-and-identifying-asbestos-in-talc-containing-cosmetic-products 

https://www.oqali.fr/en/home/
https://www.fda.gov/
https://www.federalregister.gov/documents/2025/11/28/2025-21407/testing-methods-for-detecting-and-identifying-asbestos-in-talc-containing-cosmetic-products
https://www.federalregister.gov/documents/2025/11/28/2025-21407/testing-methods-for-detecting-and-identifying-asbestos-in-talc-containing-cosmetic-products
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 FDA は 2024 年 12 月 27 日の連邦官報に掲載された「Testing Methods for Detecting 
and Identifying Asbestos in Talc-Containing Cosmetic Products（タルク含有化粧品に含

まれるアスベストの検出及び特定のための試験方法）」と題する規則案の撤回を発表する。

FDA は、規則案の意見募集期間中に受け取ったコメントから、最終規則を発出する前にさ

らなる検討と評価が必要であると判断し、この措置を講じる。 
 FDA は、タルク含有化粧品を製造するすべての製造業者に本規則を適用することを提案

していた。従って、医薬品としても規制されている化粧品にも適用されることになる。FDA
は、この規則案がタルク含有化粧品に限らず、タルクを含む多くの消費者製品に意図しない

結果をもたらす可能性があることを示唆する意見を受け取った。米国の食品及び医薬品供

給における安全な添加物を確保するための「アメリカを再び健康に（MAHA）」政策の優先

事項、FDA が受け取った意見で取り上げられた高度な科学的・技術的問題、そして行政手

続法に基づくアスベスト検査の複雑さと法的検討事項を踏まえ、本規則案で取り上げられ

ている問題への最善の対処方法とアスベストへのばく露を低減するためのより広範な原則

を再検討するため、また、本規則の要件が、確実にタルク含有化粧品の使用者をアスベスト

への有害なばく露から保護することができるよう、本規則案を撤回する。 
 

＊関連記事：食品安全情報（化学物質）No. 2/ 2025（2025. 01. 22） 
【FDA】FDA はタルク含有化粧品中のアスベストを検出・特定するための標準化された

検査法を義務付ける規則を提案する 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202502c.pdf 

 
２． FDA はエージェント型 AI の導入により人工知能（AI）の能力を拡充する 
FDA Expands Artificial Intelligence Capabilities with Agentic AI Deployment 
December 01, 2025 
https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-expands-artificial-
intelligence-capabilities-agentic-ai-deployment 
 米国食品医薬品局（FDA）は、FDA 全職員を対象にエージェント型 AI（Agentic AI）機

能を導入すると発表した。エージェント型 AI 機能により、様々な AI モデルを活用したよ

り複雑な AI ワークフローを構築し、多段階(multi-step)のタスクを支援することが可能に

なる。 
 エージェント型 AI とは、多段階の行動を計画、推論、実行することで特定の目標を達成

するように設計された高度な人工知能システムである。これらのシステムには、信頼性の高

い結果を保証するためのガイドライン（人間による監視を含む）が組み込まれている。この

ツールの使用は FDA 職員にとって完全に任意であり、自主的な使用である。 
 今回のエージェント型 AI の導入により、FDA 職員は会議管理、市販前審査、審査の検

証、市販後調査、査察、コンプライアンス、管理機能など、より複雑なタスクを支援する AI
の活用をさらに推進できるようになる。 

https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202502c.pdf
https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-expands-artificial-intelligence-capabilities-agentic-ai-deployment
https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-expands-artificial-intelligence-capabilities-agentic-ai-deployment
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 これらの AI モデルは、高セキュリティの GovCloud 環境内に構築され、入力データや規

制対象業界からの提出データで学習することはなく、FDA 職員が取り扱う機密性の高い研

究やデータは保護される。この導入は、AI をワークフローにさらに深く組み込み、業務を

効率化するという、FDA の多面的な計画における新たな大きな一歩となる。 
 

＊関連記事：食品安全情報（化学物質）No. 12/ 2025（2025. 06. 11） 
【FDA】FDA は米国民のためにパフォーマンスを最適化する FDA 機関全体の AI ツー

ルを発表する 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202512c.pdf 

 
３． GRAS 申請通知 
GRAS Notices 
https://www.hfpappexternal.fda.gov/scripts/fdcc/index.cfm?set=GRASNotices  
米国食品医薬品局(FDA)が受理した GRAS（Generally Recognized as Safe：一般的に安 

全と認められる）申請通知の一覧。新たに FDA による評価、回答が終了した GRAS 申請通 
知は次の通り。GRAS は意図する使用（Intended Use）が決められているため、詳細は各

通知のリンク先を参照のこと。 
 

 FDA の回答が「疑問はない（FDA has no questions）」であった申請通知 
 Saccharomyces cerevisiae "BY-1568"（GRN No. 1252） 
Sep 23, 2025  
https://hfpappexternal.fda.gov/scripts/fdcc/index.cfm?set=GRASNotices&id=1252 
 Saccharomyces cerevisiae expressing a gene encoding a cysteine-thiol lyase from 

Staphylococcus hominis (S. cerevisiae "OYR-290")（GRN No. 1251） 
Sep 23, 2025 
https://hfpappexternal.fda.gov/scripts/fdcc/index.cfm?set=GRASNotices&id=1251 
 Lacticaseibacillus paracasei DSMZ 28047（GRN No. 1232） 
Aug 14, 2025 
https://hfpappexternal.fda.gov/scripts/fdcc/index.cfm?set=GRASNotices&id=1232 
 Levilactobacillus brevis ATCC SD-7285（GRN No. 1229） 
Aug 15, 2025 
https://hfpappexternal.fda.gov/scripts/fdcc/index.cfm?set=GRASNotices&id=1229 
 
４． 着色料認証に関する報告：2025 会計年度第 4 四半期、7 月 1 日-9 月 30 日 
Report on the Certification of Color Additives: 4th Quarter, Fiscal Year 2025, July 1-
September 30 
11/18/2025 

https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202512c.pdf
https://www.hfpappexternal.fda.gov/scripts/fdcc/index.cfm?set=GRASNotices
https://hfpappexternal.fda.gov/scripts/fdcc/index.cfm?set=GRASNotices&id=1252
https://hfpappexternal.fda.gov/scripts/fdcc/index.cfm?set=GRASNotices&id=1251
https://hfpappexternal.fda.gov/scripts/fdcc/index.cfm?set=GRASNotices&id=1232
https://hfpappexternal.fda.gov/scripts/fdcc/index.cfm?set=GRASNotices&id=1229
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https://www.fda.gov/industry/color-certification-reports/report-certification-color-
additives-4th-quarter-fiscal-year-2025-july-1-september-30 
 
５． 公示 
 表示されていない医薬品成分により有害である可能性がある製品 

FDA は、性機能増強剤として宣伝及び販売されている下記の製品を購入又は使用しない

よう消費者に勧告する。FDA の分析により、製品ラベルに記載されていない医薬品成分が

含まれていることが確認された。 
 mR.7 SUPER 700000 
mR.7 SUPER 700000 may be harmful due to hidden drug ingredients 
11/21/2025 
https://www.fda.gov/drugs/medication-health-fraud-notifications/mr7-super-700000-
may-be-harmful-due-hidden-drug-ingredients 

ebay.com などのウェブサイトや一部小売店で宣伝及び販売されている。シルデナフィル

及びタダラフィルが含まれていることが確認された。 
 
６． 警告文書 
 123Herbals 
November 13, 2025 
https://www.fda.gov/inspections-compliance-enforcement-and-criminal-
investigations/warning-letters/123herbals-719198-11132025 
 未承認の医薬品、不正表示の問題。FDA の分析により、関節痛鎮痛用ハーブ製品を謳う

SILINTAN 製品のサンプルに、表示されていない有効成分メロキシカムが確認された。 
 
７． リコール情報 
 SHATA TRADERS 社は健康リスクの可能性のため、CHEF ブランド MILK PAN 24 

cm をリコール 
SHATA TRADERS INC RECALLS CHEF BRAND MILK PAN 24cm BECAUSE OF 
POSSIBLE HEALTH RISK 
November 19, 2025 
https://www.fda.gov/safety/recalls-market-withdrawals-safety-alerts/shata-traders-inc-
recalls-chef-brand-milk-pan-24cm-because-possible-health-risk 
 Shata Traders 社は、CHEF ブランド MILK PAN 24 cm(調理器具)をリコール。この製

品は、高濃度の鉛に汚染されている可能性があり、食品に溶出する可能性がある。現在まで

に健康被害の報告ない。製品写真あり。 
 

https://www.fda.gov/industry/color-certification-reports/report-certification-color-additives-4th-quarter-fiscal-year-2025-july-1-september-30
https://www.fda.gov/industry/color-certification-reports/report-certification-color-additives-4th-quarter-fiscal-year-2025-july-1-september-30
https://www.fda.gov/drugs/medication-health-fraud-notifications/mr7-super-700000-may-be-harmful-due-hidden-drug-ingredients
https://www.fda.gov/drugs/medication-health-fraud-notifications/mr7-super-700000-may-be-harmful-due-hidden-drug-ingredients
https://www.fda.gov/inspections-compliance-enforcement-and-criminal-investigations/warning-letters/123herbals-719198-11132025
https://www.fda.gov/inspections-compliance-enforcement-and-criminal-investigations/warning-letters/123herbals-719198-11132025
https://www.fda.gov/safety/recalls-market-withdrawals-safety-alerts/shata-traders-inc-recalls-chef-brand-milk-pan-24cm-because-possible-health-risk
https://www.fda.gov/safety/recalls-market-withdrawals-safety-alerts/shata-traders-inc-recalls-chef-brand-milk-pan-24cm-because-possible-health-risk
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 Mangalm 社は、健康リスクの可能性のため、Tops のミックスフルーツジャムとスト

ロベリージャムをリコール 
Mangalm LLC Recalls Tops Mixed Fruit Jam and Tops Strawberry Jam Product Because 
of Possible Health Risk 
November 18, 2025 
https://www.fda.gov/safety/recalls-market-withdrawals-safety-alerts/mangalm-llc-
recalls-tops-mixed-fruit-jam-and-tops-strawberry-jam-product-because-possible-health 
 FDA の検査により、Tops ミックスフルーツジャム及びストロベリージャム製品に、消費

者の健康に懸念がある可能性のある未承認の着色料であるカルモイシン（Carmoisine）が

検出された。現在までに健康被害は確認されていない。 
 
 Prairie Farms 社は Prairie Farms Gallon Fat Free Milk のリコールを発表 
Prairie Farms Announces Recall of Prairie Farms Gallon Fat Free Milk 
November 25, 2025 
https://www.fda.gov/safety/recalls-market-withdrawals-safety-alerts/prairie-farms-
announces-recall-prairie-farms-gallon-fat-free-milk 
 Prairie Farms 社は、Prairie Farms Gallon Fat Free Milk（無脂肪乳）をリコール。一

部の製品に食品用洗浄剤（food-grade cleaning agents）が含まれている可能性があり、摂

取すると病気を引き起こす可能性がある。製品写真あり。 
 
 
● 米国環境保護庁（EPA：Environmental Protection Agency）https://www.epa.gov/ 
 
１． ファクトチェック：EPA が「永遠の化学物質」農薬を最近承認したという誤った主張

を否定する 
FACT CHECK: EPA Debunks False Claims that Agency Recently Approved "Forever 
Chemical" Pesticides 
November 26, 2025 
https://www.epa.gov/newsreleases/fact-check-epa-debunks-false-claims-agency-
recently-approved-forever-chemical 
 米国環境保護庁（EPA）化学物質安全・汚染防止局（Office of Chemical Safety and 
Pollution Prevention）の専門家は、EPA による最近の農薬承認（イソシクロセラム及びシ

クロブトリフルラム、下記関連情報参照）に関して広まっている危険な誤情報に対処する包

括的なファクトチェックを発表した。 
EPA の Zeldin 長官は、民主党とその同盟メディアによるフェイクニュースに関する記録

を訂正した。Zeldin 長官は X への投稿で、科学に基づいた厳格な基準及び連邦殺虫剤・殺

菌剤・殺鼠剤法（FIFRA）の完全な遵守に対する EPA のコミットメントを改めて表明した。

https://www.fda.gov/safety/recalls-market-withdrawals-safety-alerts/mangalm-llc-recalls-tops-mixed-fruit-jam-and-tops-strawberry-jam-product-because-possible-health
https://www.fda.gov/safety/recalls-market-withdrawals-safety-alerts/mangalm-llc-recalls-tops-mixed-fruit-jam-and-tops-strawberry-jam-product-because-possible-health
https://www.fda.gov/safety/recalls-market-withdrawals-safety-alerts/prairie-farms-announces-recall-prairie-farms-gallon-fat-free-milk
https://www.fda.gov/safety/recalls-market-withdrawals-safety-alerts/prairie-farms-announces-recall-prairie-farms-gallon-fat-free-milk
https://www.epa.gov/
https://www.epa.gov/newsreleases/fact-check-epa-debunks-false-claims-agency-recently-approved-forever-chemical
https://www.epa.gov/newsreleases/fact-check-epa-debunks-false-claims-agency-recently-approved-forever-chemical
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長官は、米国の家族を守ることが最優先事項であり、承認されたすべての農薬が徹底的な安

全性評価を受け、指示通りに使用された場合、健康リスクをもたらさないことを保証するこ

とを明確にした  
結論：EPA が承認した単一のフッ素化炭素を含む化合物は「永遠の化学物質」ではなく、

ラベルの指示に従って使用すれば安全上の懸念はない。 
 
＊PFAS の定義に関する参考情報 
Pesticides Containing a Single Fluorinated Carbon 
https://www.epa.gov/ingredients-used-pesticide-products/pesticides-containing-single-
fluorinated-carbon 
PFAS の定義の背景 

2023 年、EPA の汚染防止有害物質局（OPPT：Office of Pollution Prevention and Toxics）
は、公開規則策定プロセスを経た最終規則で、PFAS を以下の 3 つの構造のうち少なくとも

1 つを含む化学物質と定義した。 
 R-(CF2)-CF(R')R''：CF2及び CF 部分は両方とも飽和炭素（saturated carbons）で

ある   
 R-CF2OCF2-R'：R 及び R'は F、O、又は飽和炭素のいずれかである。   
 CF3C(CF3)R'R''：R'及び R''は F 又は飽和炭素のいずれかである。  

つまり、PFAS を 2 つ以上のフッ素化炭素を含む化学物質と定義し、単一のフッ素化炭素

を含む化合物は PFAS には含まれないとした。OPPT は、単一のフッ素化炭素を含む化合

物を意図的に除外したのは、完全に又は部分的にフッ素化された単一の炭素原子を含む分

子は、フッ素化された炭素を 2 つ以上含む分子よりも環境に残留する可能性が低く、生体

蓄積性や毒性のリスクも低いと説明した。単一のフッ素化炭素を含む化合物は永遠の化学

物質ではなく、ラベルどおりに使用した場合に懸念されるリスクはない。またこれらの化合

物は、飲料水のフッ素化に一般的に使用される化合物とは異なるものであり、フッ素化の用

途はない。 
 
＊関連情報 

EPA は 2025 年 11 月に単一のフッ素化炭素を含むイソシクロセラムとシクロブトリフル

ラムを登録している。 
 EPA は新規農薬イソシクロセラムの最終登録を発表 
EPA Announces Final Registration of New Pesticide Isocycloseram 
November 20, 2025 
https://www.epa.gov/pesticides/epa-announces-final-registration-new-pesticide-
isocycloseram 
 EPA は、新規農薬有効成分イソシクロセラム（Isocycloseram）を含む製品の登録を公表

した。イソシクロセラムは、農作物、芝生、観賞用植物への使用、ならびに商業施設、工業

https://www.epa.gov/ingredients-used-pesticide-products/pesticides-containing-single-fluorinated-carbon
https://www.epa.gov/ingredients-used-pesticide-products/pesticides-containing-single-fluorinated-carbon
https://www.epa.gov/pesticides/epa-announces-final-registration-new-pesticide-isocycloseram
https://www.epa.gov/pesticides/epa-announces-final-registration-new-pesticide-isocycloseram
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施設、家庭における屋内外での使用が提案されている幅広いスペクトラムを有する接触型

殺虫剤である。 
EPA は、ヒトの健康へのリスクの評価、生態学的リスク評価と、絶滅危惧種保護法（ESA）

に基づく生物学的評価を完了している。イソシクロセラムをラベルに従って使用した場合、

懸念されるヒトの健康へのリスクは確認されなかった。また、EPA は、水生植物及び陸生

植物に対する懸念されるリスクを特定していない。EPA は、イソシクロセラムの提案され

た使用は、噴霧により花粉媒介者である昆虫に、及び、噴霧や種子及び土壌処理により水生

無脊椎動物に影響を及ぼす可能性があると暫定的に結論付けた。また、処理された菜種を摂

取した鳥類や哺乳類に慢性的なリスクをもたらす可能性がある。そのため、これらの影響に

対する緩和措置が実施され、EPA の最終的な生物学的評価では、イソシクロセラムの使用

によって、リストに掲載されている種の生存が将来的に脅かされる可能性や、指定された重

要生息地に有害影響を与える可能性はないと予測されている。 
 EPA は新規農薬有効成分シクロブトリフルラムを登録する 
EPA Registers New Pesticide Active Ingredient Cyclobutrifluram 
November 5, 2025 
https://www.epa.gov/pesticides/epa-registers-new-pesticide-active-ingredient-
cyclobutrifluram 
 EPA は、新規農薬有効成分シクロブトリフルラム（Cyclobutrifluram）を含む製品の登

録を公表した。シクロブトリフルラムは、芝生、観賞用植物、ロメインレタス、綿花及び大

豆の種子に使用される新規の殺線虫剤/殺真菌剤である。ラベルに記載されているとおりに

使用した場合、ヒトの健康へのリスクは確認されていない。また、EPA が講じた緩和措置

により、この農薬の使用は絶滅危惧種に影響を与えない。シクロブトリフルラムは、オース

トラリア、アルゼンチン、ブラジルでも使用が承認されており、カナダでも使用が提案され

ている。EPA は、ヒトの健康へのリスクの評価、生態学的リスク評価、絶滅危惧種保護法

（ESA）に基づく生物学的評価を完了している。 
 
 
● カナダ食品検査庁（CFIA：Canadian Food Inspection Agency) 

https://inspection.canada.ca/eng/1297964599443/1297965645317 
 
１． 業界向け通知 – 2026 年 1 月 1 日に発効する包装前面の栄養シンボル表示に関するコ

ンプライアンスと施行のアプローチ 
Notice to industry – Compliance and enforcement approach for front-of-package 
nutrition labelling effective January 1, 2026 
November 17, 2025 
https://inspection.canada.ca/en/food-labels/labelling/nutrition-labelling-regulations 

https://www.epa.gov/pesticides/epa-registers-new-pesticide-active-ingredient-cyclobutrifluram
https://www.epa.gov/pesticides/epa-registers-new-pesticide-active-ingredient-cyclobutrifluram
https://inspection.canada.ca/eng/1297964599443/1297965645317
https://inspection.canada.ca/en/food-labels/labelling/nutrition-labelling-regulations
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 カナダ食品検査庁（CFIA）は、包装前面（FOP：front-of-package）栄養表示規則の移行

期間が 2025 年 12 月 31 日に終了することを業界に通知する。 
（背景） 

2022 年 7 月 20 日、カナダ保健省は食品医薬品規則（Food and Drug Regulations）の改

正規則を公表し、FOP 栄養表示要件を追加した。この規則では、飽和脂肪、糖類、ナトリ

ウム含有量が多いと判断される包装済み製品について、FOP 栄養シンボル（front-of-
package nutrition symbol）を表示するという新たな表示要件が規定された。FOP 栄養シ

ンボルは、カナダ国民がこれらの栄養素を多く含む食品をより簡単に識別するのに役立つ。

これらの栄養素の過剰摂取を避けることで、関連する健康リスクを軽減することを目的と

している。改正は公布日に発効し、2025 年 12 月 31 日までの移行期間が設けられた。 
2022 年 7 月、CFIA はこれらの新しい表示要件へのコンプライアンスと施行のアプロー

チを概説した実施計画を発表した。実施計画の公表以降、CFIA は 2026 年 1 月 1 日以降の

FOP 表示要件に関する執行裁量（enforcement discretion）を発表しておらず、発表する予

定もない。2026 年 1 月 1 日より、すべての食品表示は新しい FOP 表示要件に完全に準拠

する必要がある。ただし、この日付以前にカナダで輸入、製造、又は小売店で包装された製

品は適用外となり、引き続き販売される。2026 年 1 月 1 日以降、検査で不適合が特定され

た場合、不適合の重大性に応じた是正措置を実施する猶予期間が与えられる。 
一部の特別用途の食品（乳児用製品、強化・低栄養製品、栄養サプリメント等）では、FOP

栄養シンボル表示は禁止されている。 
 
＊官報 
Regulations Amending the Food and Drug Regulations (Nutrition Symbols, Other 
Labelling Provisions, Vitamin D and Hydrogenated Fats or Oils): SOR/2022-168 
https://gazette.gc.ca/rp-pr/p2/2022/2022-07-20/html/sor-dors168-eng.html 
＊CFIA 実施計画 
Implementation plan for amendments to the Food and Drug Regulations (Nutrition 
Symbols, Other Labelling Provisions, Vitamin D and Hydrogenated Fats or Oils) 
https://inspection.canada.ca/en/food-labels/labelling/implementation-plan 
＊FOP 栄養シンボル詳細 
Front-of-package (FOP) nutrition symbol 
https://inspection.canada.ca/en/food-labels/labelling/industry/nutrition-labelling/fop-
nutrition-symbol 

 
２． リコール情報 
 Frozen Basa Fillet は 3-アミノ-2-オキサゾリジノンのためリコール 
Frozen Basa Fillet recalled due to 3-amino-2-oxazolidinone  
2025-11-28  

https://gazette.gc.ca/rp-pr/p2/2022/2022-07-20/html/sor-dors168-eng.html
https://inspection.canada.ca/en/food-labels/labelling/implementation-plan
https://inspection.canada.ca/en/food-labels/labelling/industry/nutrition-labelling/fop-nutrition-symbol
https://inspection.canada.ca/en/food-labels/labelling/industry/nutrition-labelling/fop-nutrition-symbol
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https://recalls-rappels.canada.ca/en/alert-recall/frozen-basa-fillet-recalled-due-3-amino-
2-oxazolidinone 
 冷凍のバサ（Pangasius 属の淡水魚）の切り身は、3-アミノ-2-オキサゾリジノン（AOZ、
フラゾリドン代謝物）のため、リコール。 
 
 
● オーストラリア・ニュージーランド食品基準局（FSANZ：Food Standards Australia 

New Zealand）https://www.foodstandards.gov.au/Pages/default.aspx 
 
１． 食品基準通知 
 Notification Circular 370-25 
25 November 2025 
https://www.foodstandards.gov.au/food-standards-code/circulars/notification-circular-
370-25 
5 年間のレビュー 
 2021 年 3 月に FSANZ は、2′-フコシルラクトース (2′-FL)単独で、あるいはラクト

-N-ネオテトラオース(LNnT)と組み合わせて、乳児用調製乳製品への任意使用を許可

するための Australia New Zealand Food Standards Code の修正を官報に掲載した。

食品閣僚の要請を受けて、今年 FSANZ は、乳児の正常な成長と発達における 2′-FL
及び LNnT の有益な役割が実証された根拠に関する 5 年間のレビューを完了した。

2025 年 11 月 14 日の食品閣僚会議に提出されたレビュー結果では、乳児用調製乳製品

への 2′-FL 及び LNnT の添加は、乳児の正常な成長と発達に重要な役割を果たすこ

とが示されている。 
新規申請と提案 
 広範な食品に使用する遺伝子組換え成分としての遺伝子組換え Komagataella phaffii 

由来β-カゼインタンパク質調製品(BCPP1)の使用許可。 
 
 Notification Circular 371-25 
4 December 2025 
https://www.foodstandards.gov.au/food-standards-code/circulars/notification-circular-
371-25 
官報－改訂 No.246 号 
 加工助剤としての Anoxybacillus caldiproteolyticus Rokko 由来サーモリシンの使用。

乳製品、卵、肉、魚、酵母、タンパク質濃縮物及び分離物、醸造など、広範な食品にお

けるタンパク質加水分解に使用される。 
評価開始 
 Komagataella phaffii で発現させた Yarrowia lipolytica 由来トリアシルグリセロール

https://recalls-rappels.canada.ca/en/alert-recall/frozen-basa-fillet-recalled-due-3-amino-2-oxazolidinone
https://recalls-rappels.canada.ca/en/alert-recall/frozen-basa-fillet-recalled-due-3-amino-2-oxazolidinone
https://www.foodstandards.gov.au/Pages/default.aspx
https://www.foodstandards.gov.au/food-standards-code/circulars/notification-circular-370-25
https://www.foodstandards.gov.au/food-standards-code/circulars/notification-circular-370-25
https://www.foodstandards.gov.au/food-standards-code/circulars/notification-circular-371-25
https://www.foodstandards.gov.au/food-standards-code/circulars/notification-circular-371-25
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リパーゼの加工助剤としての乳製品及び乳製品類似製品における使用 
 
 
● オーストラリア農薬・動物用医薬品局（APVMA ：Australian Pesticides and 

Veterinary. Medicines Authority）https://apvma.gov.au/ 
 
１． 化学物質の再検討に関する決定のタイムライン 
Timelines for decisions on chemical reconsiderations 
26 November 2025 
https://www.apvma.gov.au/news-and-publications/news/timelines-decisions-chemical-
reconsiderations 
オーストラリア農薬・動物用医薬品局(APVMA)は 3 つの化学物質の再検討に関する決定

の新たなタイムラインを発表した。 
抗凝血性殺鼠剤に関する規制決定案は、今年末までに決定される。APVMA は、レビュー

により対象となった 8 つの有効成分の全ての評価を完了し、現在それらの評価への適切な

規制対応を最終化している。 
パラコートとジクワットに関する最終規制決定は 2026 年中頃に決定される。当初は今年

末までの予定であったが、2025 年 11 月 13 日に発表された米国環境保護庁(EPA)の更新レ

ビューを受けて延期された。この EPA の更新レビューでは、パラコートが揮発する可能性

に関して、以前考えていたよりも大きな不確実性があるという結論が示されていた。

APVMA は現在パラコートの揮発性の評価を見直しており、EPA の更新レビューで挙げら

れた懸念が適切に考慮されていることを確認している。この追加作業により、見直しの結果

を考慮し、必要であれば APVMA のリスク評価を修正することができる。  
 

＊関連記事：食品安全情報（化学物質）No. 24/ 2025（2025. 11. 26） 
【EPA】EPA はパラコートの揮発可能性に関する最新のレビューを公表し、製造業者に

追加データを要求する予定である 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202524c.pdf 

 
２． 新たなトランス・タスマン協定により第 1 次産業に利益がもたらされる 
Primary sector set to benefit from new trans-Tasman agreement 
24 November 2025 
https://www.apvma.gov.au/news-and-publications/media-releases/primary-sector-set-
benefit-new-trans-tasman-agreement 
ニュージーランド食品安全局(NZFS)とオーストラリア農薬・動物用医薬品局(APVMA)は、

新製品の評価を 2 国間で共有する協定に調印した。この画期的合意により、この地域の第 1
次産業は、重要な新たな農薬や動物用医薬品を、より迅速かつ効率的に利用できるようにな

https://apvma.gov.au/
https://www.apvma.gov.au/news-and-publications/news/timelines-decisions-chemical-reconsiderations
https://www.apvma.gov.au/news-and-publications/news/timelines-decisions-chemical-reconsiderations
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202524c.pdf
https://www.apvma.gov.au/news-and-publications/media-releases/primary-sector-set-benefit-new-trans-tasman-agreement
https://www.apvma.gov.au/news-and-publications/media-releases/primary-sector-set-benefit-new-trans-tasman-agreement
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る。 
 
 
● オーストラリア TGA（TGA：Therapeutic Goods Administration) 

https://www.tga.gov.au/ 
 
１． ビタミン B6 含有製品に対する安全管理の強化 
Stronger safety controls to be introduced for products containing vitamin B6 
25 November 2025 
https://www.tga.gov.au/news/media-releases/stronger-safety-controls-be-introduced-
products-containing-vitamin-b6 
オーストラリア TGA は、ビタミン B6 含有製品の安全管理を強化し、長期間の高用量摂

取に伴う神経損傷のリスクの低減につながるよう、用量ごとの規制を以下のように決定す

る。 
 推奨用量が 50 mg/日以下の経口剤は、引き続き一般小売販売される。 
 推奨用量が 50 mg/日を超え 200 mg/日以下の経口剤は、薬剤師の助言がある場合、

店頭で購入できる。 
 推奨用量が 200 mg/日を超える経口剤は、引き続き処方箋が必要となる。 
低用量のビタミン B6 製品は引き続き一般販売されるが、高用量のビタミン B6 製品は、

用量に応じて薬剤師の助言又は医師の処方箋が必要となる。 
 これらの変更は、ビタミン B6 の Poisons Standard を改正するという TGA の最終決定

を受けて行われた。この決定は、より厳格な規制への強い支持を示したパブリックコメント

を含む、広範な検討プロセスに基づく。この決定は、一部の人にとって低用量の補給が必要

となるビタミン B6 の利点と、末梢神経損傷を含む可能性のある長期間の高用量摂取のリス

クとのバランスをとっている。 
オーストラリアではビタミン B6 欠乏症はまれである。成人のビタミン B6 の平均的な必

要量は 1.1～1.3 mg/日であり、健康な成人の推奨摂取量は 1.3～1.7 mg/日である。ビタミ

ン B6 欠乏症は、高齢者、アルコール依存症、肥満、又は特定の腎臓、肝臓、自己免疫疾患

のある人に多く見られる。ビタミン B6 に関するこの変更は 2027 年 6 月 1 日より実施され

る。 
消費者は、ビタミン剤やサプリメント製品のラベルでビタミン B6 が含まれているかどう

かを必ず確認すること。ビタミン B6 は、ピリドキシン（pyridoxine）、ピリドキサミン

（pyridoxamine）、ピリドキサール（pyridoxal）とも呼ばれている。 
背景 
以前に、TGA のレビューの結果で、50 mg 未満の用量で、ビタミン B 6 を含む複数の製

品（マルチビタミン・ミネラルサプリメント）を服用している場合に末梢神経障害が発生す

る可能性があることがわかった。そのため TGA は１日最大許容量を引き下げ、成人向けの

https://www.tga.gov.au/
https://www.tga.gov.au/news/media-releases/stronger-safety-controls-be-introduced-products-containing-vitamin-b6
https://www.tga.gov.au/news/media-releases/stronger-safety-controls-be-introduced-products-containing-vitamin-b6
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製品は 100 mg/日以上のビタミン B6 を提供してはならないこと、また 1 日 10 mg を超え

るビタミン B 6 を含むすべての製品に警告文を表示するよう規則を更新した。（下記関連記

事：食品安全情報（化学物質）No. 21/ 2022（2022. 10. 12）を参照） 
 

＊最終決定改訂通知 
Notice of final decision to amend (or not amend) the current Poisons Standard in 
relation to pyridoxine, pyridoxal or pyridoxamine (vitamin B6) 
https://www.tga.gov.au/resources/publication/scheduling-decisions-final/notice-final-
decision-amend-or-not-amend-current-poisons-standard-relation-pyridoxine-
pyridoxal-or-pyridoxamine-vitamin-b6 
 
＊関連記事 
食品安全情報（化学物質）No. 21/ 2022（2022. 10. 12） 
【TGA】ビタミン B6 (ピリドキシン)サプリメントによる末梢神経障害 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2022/foodinfo202221c.pdf 
食品安全情報（化学物質）No. 2/ 2023（2023. 01. 18）別添 
【TGA】ビタミン B6 を含む健康サプリメントが末梢神経障害を引き起こす可能性があ

る 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2023/foodinfo202302ca.pdf 

 
 
● 香港政府ニュース  https://www.cfs.gov.hk/english/index.html 
Centre for Food Safety of Food and Environmental Hygiene Department, The 
Government of the Hong Kong Special Administrative Region の承諾を得て掲載していま

す。 
 

１． ニュースレター 
Food Safety Focus 
https://www.cfs.gov.hk/english/multimedia/multimedia_pub/multimedia_pub_fsf.html 
 シガテラ魚中毒に注意すること 
Beware of Ciguatera Fish Poisoning 
19 Nov 2025 
https://www.cfs.gov.hk/english/multimedia/multimedia_pub/multimedia_pub_fsf_232_0
3.html 

2025 年 9 月初め、健康保護センター（Centre for Health Protection）が、シガテラ魚中

毒（ciguatera fish poisoning: CFP）の疑いのある香港の症例として、コーラルトラウト

（coral trout）を食べた 2 人の症例を報告した。そのうち 1 人が重体で入院した。 

https://www.tga.gov.au/resources/publication/scheduling-decisions-final/notice-final-decision-amend-or-not-amend-current-poisons-standard-relation-pyridoxine-pyridoxal-or-pyridoxamine-vitamin-b6
https://www.tga.gov.au/resources/publication/scheduling-decisions-final/notice-final-decision-amend-or-not-amend-current-poisons-standard-relation-pyridoxine-pyridoxal-or-pyridoxamine-vitamin-b6
https://www.tga.gov.au/resources/publication/scheduling-decisions-final/notice-final-decision-amend-or-not-amend-current-poisons-standard-relation-pyridoxine-pyridoxal-or-pyridoxamine-vitamin-b6
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2022/foodinfo202221c.pdf
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2023/foodinfo202302ca.pdf
https://www.cfs.gov.hk/english/index.html
https://www.cfs.gov.hk/english/multimedia/multimedia_pub/multimedia_pub_fsf.html
https://www.cfs.gov.hk/english/multimedia/multimedia_pub/multimedia_pub_fsf_232_03.html
https://www.cfs.gov.hk/english/multimedia/multimedia_pub/multimedia_pub_fsf_232_03.html
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CFP は、有毒藻類由来のシガトキシンに汚染された特定のサンゴ礁生息魚類の摂取によ

って引き起こされる。症状には、腹痛、下痢、めまいやしびれなどの神経症状が含まれる。

急性症状は摂取後 30 分から 24 時間で現れる。CFP には、温度感覚異常（訳注：一般的に

はドライアイスセンセーションと呼ばれ、冷たいものに触れるとドライアイスに触れたよ

うな痛みを感じる）という独特の症状もある。患者によっては、症状が何年も続くことがあ

る。また、特定の食品（アルコール、ナッツ類、乳製品、魚など）の摂取、激しい運動、日

光へのばく露などの他の要因によって、時折再発することもある。 
CFP を予防するには、大型のサンゴ礁生息魚類の摂取を控えることが推奨される。特に、

毒素が蓄積する頭部、皮、内臓は避けること。症状が現れた場合は、直ちに医師の診察を受

けること。信頼できる供給元から魚を調達し、食品の安全を確保するために厳格な記録管理

を行うこと。 
 

＊関連記事：食品安全情報（化学物質）No. 16/ 2022（2022. 08. 03） 
【BfR】シガテラ：海産魚介類に含まれるシガトキシン（藻類毒素）による中毒例 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2022/foodinfo202216c.pdf 

 
 調理済み料理 - 食品事業者と消費者のための食品安全助言 
Prepared Dishes - Food Safety Advice for Food Businesses and Consumers 
19 Nov 2025 
https://www.cfs.gov.hk/english/multimedia/multimedia_pub/multimedia_pub_fsf_232_0
4.html 
「調理済み料理（Prepared dishes）」は比較的新しい用語で、国際的に標準化された定義

はない。一般的には、1 つ以上の材料から作られ、事前に部分的又は完全に加熱調理されて

おり、提供前に再加熱又は簡単な仕上げを行うだけで済む食品を指す。半熟卵やスパイシー

なザリガニなど、多くの馴染みのある食品がこの食品カテゴリーに該当する。その利便性か

ら、消費者と食品事業者（FBO）の両方に人気があるが、この人気は食品安全上の懸念を引

き起こしている。 
香港で販売されるすべての食品は、「調理済み料理」であるかどうかにかかわらず、食品

安全規則を遵守する必要がある。FBO は、良好な衛生状態を維持し、リスク管理のための

ベストプラクティスに従うことが求められている。食品安全センターは調理済み料理に関

するガイドラインを発行し、衛生と適切な温度管理を強調して、FBO が効果的な安全対策

を実施できるようにし、消費者に正しい取り扱いと保存について助言している。 
 

＊ガイドライン 
Prepared Dishes - Food Safety Advice for Food Businesses and Consumers 
https://www.cfs.gov.hk/english/multimedia/multimedia_pub/files/Food_safety_advice
_for_food_businesses_and_consumers_on_prepared_dishes_ENG.pdf 

https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2022/foodinfo202216c.pdf
https://www.cfs.gov.hk/english/multimedia/multimedia_pub/multimedia_pub_fsf_232_04.html
https://www.cfs.gov.hk/english/multimedia/multimedia_pub/multimedia_pub_fsf_232_04.html
https://www.cfs.gov.hk/english/multimedia/multimedia_pub/files/Food_safety_advice_for_food_businesses_and_consumers_on_prepared_dishes_ENG.pdf
https://www.cfs.gov.hk/english/multimedia/multimedia_pub/files/Food_safety_advice_for_food_businesses_and_consumers_on_prepared_dishes_ENG.pdf
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２． 違反情報 
 包装済み缶入りスープのサンプルが栄養表示規則に違反 
Prepackaged canned soup sample not in compliance with nutrition label rules 
November 26, 2025 
https://www.cfs.gov.hk/english/unsat_samples/20251126_11990.html 

中国産スープのサンプルが、タンパク質 15.5 g/100 g という表示のところ、3.0 g/100 g
の検出結果であった。 
 

３． リコール情報 
 Rappel Conso of France – フランスの基準値を超えるシアン化水素酸のため、

MARKAL ブランドの Graine de lin doré（亜麻仁）製品のリコールに関する通知 
Rappel Conso of France – A notice regarding a recall of MARKAL brand Graine de lin 
doré flaxseed product because the hydrocyanic acid content exceeds the relevant 
maximum permitted level of France.  
18 November 2025 
https://www.cfs.gov.hk/english/rc/subject/files/20251118_4.pdf 
 
 Rappel Conso of France – 記憶喪失性貝中毒のマリンバイオトキシンが検出されたた

め、VIVIERS D'AUDIERNE ブランドの COQUILLES ST JACQUES rade de Brest
（ホタテガイ）製品のリコールに関する通知 

Rappel Conso of France – A notice regarding a recall of VIVIERS D'AUDIERNE brand 
COQUILLES ST JACQUES rade de Brest scallop product due to the detection of marine 
biotoxin for amnesic shellfish poisoning.  
18 November 2025 
https://www.cfs.gov.hk/english/rc/subject/files/20251118_3.pdf 
 
 
● 韓国食品医薬品安全処（MFDS：Ministry of Food and Drug Safety）

https://www.mfds.go.kr/eng/index.do 
 
１． 日本産輸入食品の放射能検査の結果 
輸入検査管理課 
 2025.11.14～2025.11.20 
https://www.mfds.go.kr/brd/m_100/view.do?seq=43468 
 2025.11.7～2025.11.13 
https://www.mfds.go.kr/brd/m_100/view.do?seq=43467 

https://www.cfs.gov.hk/english/unsat_samples/20251126_11990.html
https://www.cfs.gov.hk/english/rc/subject/files/20251118_4.pdf
https://www.cfs.gov.hk/english/rc/subject/files/20251118_3.pdf
https://www.mfds.go.kr/eng/index.do
https://www.mfds.go.kr/brd/m_100/view.do?seq=43468
https://www.mfds.go.kr/brd/m_100/view.do?seq=43467
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２． 輸入食品規制はスマートに、安全管理はよりきめ細かく 
輸入食品政策課 2025-11-17 
https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49474 

食品医薬品安全処は、創業保育センターに入居したベンチャー・創業企業も輸入食品等営

業登録が可能とするなどの内容を盛り込んだ「輸入食品安全管理特別法」施行規則改正案を

11 月 17 日に立法予告したと明らかにした。 
今回の改正案は、輸入食品等の安全管理制度を合理的に改善し、事業者の負担を軽減する

と共に、消費者が安全な輸入食品を消費できるようにすることを目的としている。 
 主な改正内容は以下の通りである 

①教育研究施設である創業保育センターにおいても、輸入食品等の営業ができるよう施設

基準を緩和する。 
食薬処は「ベンチャー企業育成に関する特別法」第 18 条の 3 に基づき、大学又は研究機

関内に設置・運営中の創業保育センターに入居した場合にも営業登録が可能となるよう施

設基準を緩和し、ベンチャー・創業企業の円滑な市場参入を支援する。 
②輸入畜水産物、動物性食品の輸出国政府の衛生証明書に加え、輸入申告時に提出する全て

の輸出国政府証明書を電子証明書で確認できるよう認定範囲を拡大する。 
これにより、全ての証明書の偽造・変造を防止して、輸入食品等の安全管理を強化すると

共に、紙証明書の発行に伴う費用・時間を削減し事業者の負担を解消する。 
③正規輸入食品等とは異なり、輸入申告手続きが簡素な海外直輸入・購入代行については、

事業者が広告内容に「海外直購食品正しく」ウェブサイトを案内することを義務化し、違反

事業者に対する行政処分（是正命令）を新設する。 
これにより、消費者が海外の有害食品情報をより容易に確認し、安全な直輸入食品を消費

できるようになる。 
 
３． 人工知能(AI)予測でリスクの高い輸入食品を選別 
デジタル輸入安全企画チーム 2025-11-13 
https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49464 
食品医薬品安全処は、有害である可能性が高い輸入食品の国内搬入を事前に阻止するた

め、加工食品のうち農産加工食品類と水産加工食品類の特性を反映して開発した「人工知能

（AI）リスク予測モデル」を、来年 1 月から輸入通関検査に適用すると発表した。 
AI リスク予測モデルは、蓄積された過去の不適合内容、原材料などの「輸入食品検査情

報」、気象、水質などの「海外環境情報」、回収、疾病などの「海外有害情報」を融合したビ

ッグデータを AI が学習し、不適合の可能性が高い（リスクが高い）食品を通関過程で自動

的に選別するモデルである。 
技術が発達し、環境汚染など食品安全のリスク要因が複雑・多様化し、輸入食品が持続的

に増加しているため、食薬処は 2023 年から、加工食品、健康機能食品など 7 品目*につい

https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49474
https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49464
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ての品目別リスク要因の特徴を反映した予測モデルを開発した。高リスク食品をより精密

に識別するため、2024 年 12 月から加工食品のうち菓子類・調味料食品の通関段階におけ

る無作為検査の対象を選定するために活用している。 
* 加工食品、健康機能食品、食品添加物、器具及び容器・包装、農産物、畜産物、水産物 
今年開発された農産加工食品類と水産加工食品類の AI リスク予測モデルは、12 月まで

試験運用をしながらシステムの正常稼働の可否などを点検した後、来年 1 月から輸入食品

通関検査に本格適用する。 
<添付> 
1. 人工知能リスク予測モデル概要 
2. 通関段階における輸入食品安全管理体制 
3. 2024 年輸入食品等の現況 
 
４． 食薬処－全羅南道、農水産物の安全管理協力 
農水産物安全政策課 2025-11-21 
https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49490 
食品医薬品安全処と全羅南道は 11 月 21 日、単純処理農水産物の衛生安全管理を強化す

るための業務協約(MOU)を締結した。 
単純処理農水産物は、自然状態の農水産物に食品添加物や他の原料を使用せず、原型が判

別できる程度にカット・皮むき・乾燥・洗浄などの単純な工程のみを経たもので、乾燥海苔、

乾燥ワカメ、漬物用白菜などが該当する。 
今回の MOU の主な内容は、生産業者衛生自主点検モデル事業、衛生管理教育・広報のた

めの協力強化、自主点検現場管理のための民間機関間の協力支援などである。 
 
５． 食薬処、冬期に備えキムチ用食材、多消費水産物の検査を強化 
食品管理総括課 2025-11-11 
https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49455 
食品医薬品安全処は、キムチ用食材と水産物の衛生・安全管理のため、11 月 10 日から 21

日まで収去検査を実施する。 
食薬処は、6 つの地方食品医薬品安全庁と共に、唐辛子粉、白菜漬け、食塩などキムチ用

食材 120 件を収去し、残留農薬、重金属、保存料、大腸菌、細菌数などを検査する。 
これと共に、ホットク、蒸しパン、餃子、練天などのおやつ（120 件）に対する基準・規

格や、血糖上昇抑制などの機能性が表示された一般食品（60 件）の機能性成分含有量も検

査する。 
また、11 月 10 日から来年 2 月 28 日まで、自治体、6 つの地方食品医薬品安全庁と連携

して、乾燥海苔、サンマ干物、スケトウダラ、イワシなどの単純処理水産物と生食用カキ、

宅配刺身など計 710 件を回収し、これまで不適合歴のある項目*を中心に検査する。 
* ノロウイルス、大腸菌、サッカリンナトリウム、食中毒菌、重金属など 

https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49490
https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49455
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６． 食薬処、K-酒類の ASEAN 輸出ルート拡大 
食品安全政策課 2025-11-20 
https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49483 

食品医薬品安全処は、マレーシア政府が濁酒と焼酎のアルコール度数基準を韓国からの

輸出製品に合わせて改正し、2026 年 4 月 1 日から施行すると発表した。今回の改正は、食

薬処が要請した規制緩和内容が全面的に反映されたものである。 
2022 年、韓国産濁酒（マッコリ）とフルーツ焼酎のアルコール度数がマレーシア基準よ

り低く不適合の判定を受け、輸出が制限されたことを受け、業界は多くの韓国産酒類の輸出

障壁となっているマレーシアの基準緩和を要請してきた。食薬処は、2022 年から業界、大

使館などと協力して、マレーシア側にアルコール度数基準の緩和を提案し、マレーシア保健

省は 2023 年 4 月、アルコール度数基準を濁酒では 3%以上、焼酎では 10%以上に緩和する

内容の改正案を準備中であることを通知してきた。 
これを受け、食薬処は二国間協議（2023 年）、WTO TBT 委員会（2023～2025 年）など

様々な外交チャンネルを活用し、基準の早期改正・施行を推進した結果、2025 年 10 月にマ

レーシア政府が改正案を最終承認した。 
また、焼酎の名称に韓国固有の名称である「Soju」を追加することで、K-酒類のグローバ

ルな地位が一層強化された。 
 
７． 第 48 回 Codex 総会、K-Food の国際的地位強化の快挙！ 
食品安全政策課 2025-11-17 
https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49473 

食品医薬品安全処、農林畜産食品部、海洋水産部は、11 月 10 日から 14 日まで開催され

た第 48 回 Codex 総会において、韓国の伝統農水産食品の国際的地位を確固たるものとす

る成果をあげたと発表した。 
今回の総会では、韓国が加工果実・野菜部会のホスト国に選出されただけでなく、キムチ

の国際規格に韓国の用語を追加し、海苔製品のアジア地域規格の国際規格への変更に関す

る新規作業開始が承認されるなど、K-Food のグローバルな地位が強化された。 
< 加工果実・野菜部会 ホスト国選出 > 

食薬処が議長として活動することに伴い、キムチ、高麗人参製品、コチュジャンなど韓国

食品の国際規格運営を主導できるようになった。また、アジア地域で多く消費されるサツマ

イモ、栗、柿（干し柿を含む）製品などの国際規格策定も推進できる契機を得た。 
< キムチの国際規格の主原料である白菜の名称に「kimchi cabbage」を追加登録 > 

2001 年に策定されたキムチの国際規格において、主原料である白菜の名称に「kimchi 
cabbage」を追加登録した*。 

*（現行）Chinese cabbage →（改正）Chinese cabbage, Kimchi cabbage, Napa cabbage 
< 海苔製品の地域規格の国際規格への変更に向けた新規作業が承認 > 

https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49483
https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49473
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従来アジア地域規格としてのみ登録されていた「海苔製品」について、国際規格への変更

に向けた新規作業の開始が承認された。海苔の品質、衛生、表示、試験方法などに関する国

際的な統一規格が整備されれば、高付加価値水産食品である海苔産業の成長における重要

な足掛かりとなる。 
<添付> 
1. Codex の概要 
2. 行事写真 
 

＊関連記事：食品安全情報（化学物質）No. 24/ 2025（2025. 11. 26） 
【FAO】Codex コーデックス委員会第 48 回総会（CAC48） 
https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202524c.pdf 

 
８． 食品安全知識、食品安全国の「一口クイズ」で学んでみましょう 
統合食品データ企画課 2025-11-10 
https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49450 

食品医薬品安全処と食品安全情報院は、国民が食品安全情報を楽しく学べるよう、「食品

安全国」のクイズサービス「一口クイズ」を 11 月 10 日から提供する。 
「一口クイズ」は「一口かじるように簡単で楽しく知識を学ぶクイズ」という意味で、消

費者と食品関連事業者が○×形式と多肢選択式で構成されたクイズを解きながら、食品安

全情報を理解し、日常生活で活用するために役立つサービスである。これまで運営されてい

た「食品知識能力試験」を改編して提供するものである。 
今回リニューアルしたクイズサービスは、健康機能食品、食中毒予防の心得など、消費者

の関心が高い食生活情報を含め、事業者にとって有益な衛生教育、健康診断など食品関連情

報を提供する。 
 
９． 回収措置 
 アフラトキシンが超過検出された「炒りピーナッツ」 
食品管理総括課 2025-11-21 
https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49489 

食品医薬品安全処は、食品製造・加工業者が製造・販売した「炒りピーナッツ（食品タイ

プ：ピーナッツ又はナッツ加工品）」から、アフラトキシンが基準値（総アフラトキシン（B1、
B2、G1、G2 の合計）15.0 μg/kg 以下（ただし、B1 は 10.0 μg/kg 以下））を超過して検出

（1,329.4 μg/kg（B1 は 1,170.2 μg/kg））されたため、該当製品を販売中止して回収措置す

る。 
 
 
● シンガポール保健科学庁（HSA：Health Science Authority）https://www.hsa.gov.sg/ 

https://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2025/foodinfo202524c.pdf
https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49450
https://www.mfds.go.kr/brd/m_99/view.do?seq=49489
https://www.hsa.gov.sg/
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１． プレスリリース 
 HSA 警告：「HW Beauty Serbuk Campuran Kurma, Madu & Limau Kasturi」；強力

なステロイドと抗炎症鎮痛剤が検出されたハーブ製品 
HSA Alert: "HW Beauty Serbuk Campuran Kurma, Madu & Limau Kasturi", a Herbal 
Product Detected to Contain Potent Steroids and Anti-Inflammatory Painkiller 
19 NOVEMBER 2025  
https://www.hsa.gov.sg/announcements/press-release/hsa-alert---hw-beauty-serbuk-
campuran-kurma--madu---limau-kasturi 
シンガポール保健科学庁（HSA）は、ハーブ製品「HW Beauty Serbuk Campuran Kurma, 

Madu & Limau Kasturi」の購入又は使用を控え、摂取した場合は医師の診察を受けるよう

警告する。HSA の検査により、この製品には 2 種類の強力なステロイド（デキサメタゾン

とプレドニゾロン）と抗炎症鎮痛剤（ジクロフェナク）が含まれており、深刻な有害影響を

引き起こす可能性がある。HSA はこの製品に関連する有害影響が疑われる報告を数件受け

ている。これらの報告には、急性腎障害や、「ムーンフェイス」を特徴とする重篤な病状で

あるクッシング症候群などの重篤な事象が含まれている。11月初旬に2名の患者が入院し、

その後退院した。これらの症例の調査は現在も継続中である。 
本製品はオンラインや小売店など、様々なチャネルを通じて販売された。本製品は、「代々

受け継がれてきた伝統的なハーブサプリメント」として販売され、関節痛や痛風など複数の

病状の緩和を謳っている。また、ステロイドフリー、高品質、正規品と謳われており、消費

者が安全だと考える可能性がある。HSA は国内のプラットフォームの管理者と協力し、本

製品の掲載を削除し、今後本製品の掲載をブロック又は削除するよう要請した。 
 

 
以上 
 
 
 
食品化学物質情報 
連絡先：安全情報部第三室 
 

https://www.hsa.gov.sg/announcements/press-release/hsa-alert---hw-beauty-serbuk-campuran-kurma--madu---limau-kasturi
https://www.hsa.gov.sg/announcements/press-release/hsa-alert---hw-beauty-serbuk-campuran-kurma--madu---limau-kasturi

